
実施事業

サイクリングロードを県や市で設定

天理ダム周辺は道路勾配が急で
上級者の特訓のみ

バスへの自転車の積み込み

装置が必要で、座席数が減少する

リムジンバス、昼行高速バスの櫟本
バス停にて、天理教の方が待合室を
整備し、駐車場１０台程度設置

昼夜間の高速バスなど、名阪国
道を活用した方策（天理、都祁、
山添にバス停あり）

天理駅前の再整備に伴い、サイクル
ショップがオープン

現在はレンタサイクルのみ

渋滞により高速バスが遅延するため、
乗り継ぎの案内がしづらい

夜間高速バス（新宿線、横浜・ＴＤＲ線）
、奈良～名古屋線が針ＩＣ、山添で停車
、針ＩＣでの乗継割引あり

高速バスへの路線バスの接続がない

上野市駅から山添、都祁に停車して梅田、
新大阪へ向かう高速バス（１日４往復）

【山添村】
グリーンツーリズム
農村体験
農家の宿泊は外国人に人気

【天理市】

天理市東部地域のライフスタイル
ブックで暮らしの魅力発信

【天理市】
名阪国道で大阪から1時間で来
られる立地を活かしたまちづくり

田原やま里博物館として地域を
博物館と見立てて紹介

天理駅前の再整備

八柱神社の題目立がユネスコ
の無形遺産に指定された
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事業① 針Ｔ･Ｒ･Ｓを拠点とした広域移動の検討

実施内容
針Ｔ・Ｒ・Ｓを拠点とした、路線バスや高速バス
を利用した広域移動について検討

実施主体 奈良市、山添村、奈良交通、三重交通

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 H２８．４～H３３．３

事業② 新たなコミュニティバス運行の検討

実施内容
国道山添から名張駅までのコミュニティバス
の運行を検討

実施主体 山添村、東豊地域コミュニティバス運行協議会

実施効果 公共交通利用者数の増加・交通空白地の解消

実施期間 H２８．４ ～ H３３．３

事業④ 通学交通確保の検討

実施内容
高円高校・山辺高校・山辺高校山添分校への
通学手段の確保

実施主体 奈良県、奈良交通

実施効果 公共交通利用者の利便性向上

実施期間 H２８．４ ～ H３３．３

事業⑤ 路線運行費補助

実施内容
奈良県基幹公共交通ネットワーク計画に基づ
き、天理都祁線、東山線、上野天理線の路線
運行費を補助

実施主体 奈良県

実施効果 地域公共交通の維持

実施期間 H２８．４ ～ H２９．９（毎年ＰＤＣＡ）

事業⑥ ノンステップバスの導入

実施内容 天理都祁線、東山線にノンステップバスを導入

実施主体 奈良交通

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 H２８．４ ～ H３３．３

事業⑦ 鉄道駅バリアフリー化

実施内容 天理駅に内方線付点字ブロックを設置

実施主体 近畿日本鉄道

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 H２９．４ ～ H３３．３

事業③ 観光客の誘客に向けた交通確保の検討

実施内容 奈良市東部地域への観光の推進について検討

実施主体 奈良市

実施効果 来訪者数の増加、公共交通利用者数の増加

実施期間 H２８．４ ～ H３３．３

事業⑨ 公共交通の利用促進

実施内容
県民、関係市町村や交通事業者等が連携し、
公共交通の利用を促進

実施主体
県民、関係市町村、国、奈良県、奈良県警察、
交通事業者

実施効果 公共交通利用者の増加

実施期間 H２８．４ ～ H３３．３

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
1

天理都祁

針インター 国道山添
1a 針インター 山辺高校 国道山添
2 天理駅 針インター 山辺高校
3 天理駅 国道福住 針インター

101 東山 ＪＲ奈良駅 田原横田 北野

102 上野天理 上野市駅 大西 国道山添

1-H26

1-a-H26

2-H26

3-H26

101

102

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した系統

1-H26 1-a-H26 2-H26
3-H26 101 102

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

1

通学時の安全対策

【奈良市】
奈良市東部地域への観光客の誘客

【奈良市】
農水産物のブランド化

【奈良市】
都祁地域コミュニティバスの再編

下水間～北野の増便
ダイヤ調整（Ｈ２８.１０）
神野山でのアクセス改善
モデルコースＰＲ

事業⑩ 都祁地域コミュニティバスの再編

実施内容
都祁地域の小学校統廃合に伴うスクールバ
ス、コミュティバスの再編

実施主体 奈良市

実施効果 地域公共交通の維持・効率化

実施期間 H２９．４ ～ H３０．３

路線・地域の概要

まちづくりの方向性
グリーンツーリズム等への観光による誘客
地域住民の広域移動の際の高速バスへのアクセス確保

関係市町村 奈良市、天理市、山添村

主な沿線施設
奈良駅、近鉄奈良駅、櫟本駅、天理駅、上野市駅、奈良県庁、天理市役所、奈良市都祁行政センター、山添村役場、市立奈良病院、奈良春日病院、天理よろづ相談所病院、奈良女子高校、奈良女子付属中等教育学校、高円高校、添上高校、天理教校
学園高校、天理高校、山辺高校、山辺高校山添分校、東大寺、興福寺、元興寺、春日大社、春日山原始林、八柱神社、フォレストパーク神野山、道の駅針T・R・S、田原やま里博物館

評価指標

■交通手段別分担率（公共交通（鉄道＋バス）と自転車及び徒歩の合計値）
出勤：49.4％（H22）⇒49.4％（H32） 登校：92.0％（H22）⇒92.0％（H32） 通院：43.3％（H22）⇒43.3％（H32） 買物（平日）：45.1％（H22）⇒45.1％（H32） 買物（休日）：28.1％（H22）⇒28.1％（H32）
業務：31.0％（H22）⇒32.7％（H32） 観光：60.7％（H22）⇒63.7％（H32）

■外出率：79.2％（H22）⇒79.2％（H32）
■バスの利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞路線沿線の人口増加率］

天理都祁線：43,643人（H26） ⇔ 奈良市都祁・天理市東部・山添村：40,961人（H26） 上野天理線：17,010人（H26） ⇔ 山添村：3,768人（H26） 東山線：39,376人（H26） ⇔ 奈良市東部・奈良市都祁・山添村：17,340人（H26）
■鉄道駅の利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞駅に接続する基幹バス路線沿線市町村の人口増加率］

奈良駅：6,403,195人（H25） ⇔ 奈良市中部・奈良市東部・奈良市都祁・山添村：181,852人（H25） 近鉄奈良駅：11,487,343人（H25） ⇔ 奈良市中部・奈良市東部・奈良市都祁・山添村：181,852人（H25）
天理駅：3,541,060人（H25） ⇔ 奈良市東部・奈良市都祁・天理市・山添村：85,215人（H25）

■鉄道駅の端末交通の分担率（公共交通（バス＋タクシー）と自転車及び徒歩の合計値）
奈良駅：94.8％（H22）⇒94.8％（H32） 近鉄奈良駅：94.2％（H22）⇒94.7％（H32） 天理駅：82.0％（H22）⇒82.0％（H32）

■公共交通の利便性満足度：H27からH32にかけて上昇

事業⑧ 全国ＩＣカード共通化

実施内容
ＳｕｉｃａやＴＯＩＣＡといった全国共通交通ICカー
ドへの対応

実施主体 奈良交通、三重交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 H２８．４
済



実施事業
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2

サイクリングロードを県や市で設定

天理ダム周辺は道路勾配が急で
上級者の特訓のみ

バスへの自転車の積み込み

装置が必要で、座席数が減少する

リムジンバス、昼行高速バスの櫟本
バス停にて、天理教の方が待合室を
整備し、駐車場１０台程度設置

昼夜間の高速バスなど、名阪国
道を活用した方策（天理、都祁、
山添にバス停あり）

天理駅前の再整備に伴い、サイクル
ショップがオープン

現在はレンタサイクルのみ

渋滞により高速バスが遅延するため、
乗り継ぎの案内がしづらい

夜間高速バス（新宿線、横浜・ＴＤＲ線）
、奈良～名古屋線が針ＩＣ、山添で停車
、針ＩＣでの乗継割引あり

高速バスへの路線バスの接続がない

上野市駅から山添、都祁に停車して梅田、
新大阪へ向かう高速バス（１日４往復）

【山添村】
グリーンツーリズム
農村体験
農家の宿泊は外国人に人気

【天理市】

天理市東部地域のライフスタイル
ブックで暮らしの魅力発信

【天理市】
名阪国道で大阪から1時間で来
られる立地を活かしたまちづくり

田原やま里博物館として地域を
博物館と見立てて紹介

天理駅前の再整備

八柱神社の題目立がユネスコ
の無形遺産に指定された

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
1

天理都祁

針インター 国道山添
1a 針インター 山辺高校 国道山添
2 天理駅 針インター 山辺高校
3 天理駅 国道福住 針インター

101 東山 ＪＲ奈良駅 田原横田 北野

102 上野天理 上野市駅 大西 国道山添

1-H26

1-a-H26

2-H26

3-H26

101

102

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した系統

1-H26 1-a-H26 2-H26
3-H26 101 102

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

通学時の安全対策

【奈良市】
奈良市東部地域への観光客の誘客

【奈良市】
農水産物のブランド化

【奈良市】
都祁地域コミュニティバスの再編

下水間～北野の増便
ダイヤ調整（Ｈ２８.１０）
神野山でのアクセス改善
モデルコースＰＲ

事業⑫ 路線バスを活用した冬期誘客促進事業

実施内容
奈良県南部・東部地域、大和高原北部地域
の対象施設宿泊者に、路線バスの運賃を助
成

実施主体 奈良県

実施効果
来訪者数の増加、宿泊者数の増加、公共交
通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２９．１２ ～ Ｈ３０．３

事業⑭ バス情報表示装置の設置

実施内容

近鉄奈良駅、JR奈良駅、東大寺大仏殿・国立

博物館、県庁前、春日大社表参道、天理駅、
憩いの家病院外来棟へのバス情報表示装置
の設置を検討

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業⑮ バス情報表示装置の設置

実施内容
近鉄奈良駅、登大路バスターミナル、県庁玄
関ホールへのバス情報表示装置の設置を検
討

実施主体 奈良県

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業⑬ バスロケーションシステムの導入

実施内容
奈良交通路線バスの全線においてバスの位
置情報等をスマートフォン等で提供

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業⑪ 地域公共交通ネットワークの再編の検討

実施内容
東山線を基幹とした地域公共交通ネットワー
クの再編を検討

実施主体 奈良県、奈良市、山添村、奈良交通

実施効果 運行の効率化

実施期間 H２９．４ ～ H３０．３
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事業① 公共交通の情報提供拡充の検討

実施内容
トレイルセンター等、ハイキング客へ
の公共交通の情報提供箇所・手法
の検討

実施主体 天理市、桜井市、奈良交通

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 H２８．４ ～ H３３．３

事業②
観光客の誘客に向けた交通確保の
検討

実施内容
路線バスを使ったモデルコースを設
定してPR

実施主体 天理市、桜井市、三宅町、奈良交通

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加

実施期間 H２８．４ ～ H３３．３

事業④ ノンステップバスの導入

実施内容
天理桜井線にノンステップバスを導
入

実施主体 奈良交通

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 H２８．４ ～ H３３．３

事業⑤ 鉄道駅バリアフリー化

実施内容
天理駅に内方線付点字ブロックを設
置

実施主体 近畿日本鉄道

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 H２９．４ ～ H３３．３

実施事業

事業⑦ 公共交通の利用促進

実施内容
県民、関係市町村や交通事業者等
が連携し、公共交通の利用を促進

実施主体
県民、関係市町村、国、奈良県、奈
良県警察、交通事業者

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 H２８．４ ～ H３３．３

事業③ 路線運行費補助

実施内容
奈良県基幹公共交通ネットワーク計
画に基づき、天理桜井線の路線運行
費を補助

実施主体 奈良県

実施効果 地域公共交通の維持

実施期間 H２８．４ ～ H２９．９（毎年ＰＤＣＡ）

事業⑨ 沿線企業モビリティマネジメント

実施内容
沿線企業へ通勤行動についてバス
利用への転換可能性把握及び働き
かけ

実施主体 奈良県、天理市

実施効果
路線バスの利用者増加による路線
の維持確保

実施期間 H２９．２ ～ H３３．３

事業⑪ 天理桜井線の再編

実施内容
昼間の運行区間を憩の家病院まで
延伸するとともに、早朝・夜間の運行
区間を箸中～桜井駅北口に短縮

実施主体 奈良交通

実施効果
公共交通利用者数の増加、利便性
の向上、運行の効率化

実施期間 H２９．１０ ～ Ｈ３３．３

まちづくりの
方向性

「山の辺の道」への観光による誘客

関係市町村 天理市、桜井市、三宅町、田原本町

主な沿線施設
天理駅、巻向駅、三輪駅、桜井駅、大福駅、天理市役所、桜井総合庁舎、桜井市役所、天理市立メディカルセンター、天理よろ
づ相談所病院、済生会中和病院、天理大学、天理教校学園高校、天理高校、桜井高校、関西中央高校、山の辺の道、石上神
社、念仏寺、天理市トレイルセンター、長岳寺、崇神天皇陵、景行天皇陵、纒向遺跡、大神神社、芝運動公園

評価指標

■交通手段別分担率（公共交通（鉄道＋バス）と自転車及び徒歩の合計値）

出勤：31.4％（H22）⇒31.4％（H32） 登校：93.4％（H22）⇒93.4％（H32） 通院：35.5％（H22）⇒35.5％（H32）

買物（平日）：29.1％（H22）⇒29.1％（H32） 買物（休日）：15.3％（H22）⇒15.3％（H32）

業務：22.3％（H22）⇒22.3％（H32） 観光：41.0％（H22）⇒41.0％（H32）

■外出率：77.9％（H22）⇒77.9％（H32）

■バスの利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞路線沿線の人口増加率］

天理桜井線：78,286人（H26） ⇔ 天理市・桜井市：125,867人（H26）

■鉄道駅の利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞駅に接続する基幹バス路線沿線市町村の人口増加率］

天理駅：3,541,060人（H25） ⇔ 奈良市東部・奈良市都祁・天理市・山添村：85,215人（H25）

桜井駅：4,116,514人（H25） ⇔ 桜井市・宇陀市大宇陀・明日香村：72,106人（H25）

■鉄道駅の端末交通の分担率（公共交通（バス＋タクシー）と自転車及び徒歩の合計値）

天理駅：82.0％（H22）⇒82.0％（H32） 桜井駅：79.6％（H22）⇒80.3％（H32）

■公共交通の利便性満足度： H27からH32にかけて上昇

路線・地域の概要

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した系統

4-H27 5-H27
5-a-H26 5-b-H27

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
4

天理桜井

天理駅 川合東口 桜井駅北口
5 天理駅 粟殿口 桜井駅北口

5a 天理駅
粟殿口・三輪
明神大神神社
二の鳥居前

桜井駅北口

5b 天理駅
粟殿口・
天理大学

桜井駅北口

4-H27

5-H27

5-a-H26

5-b-H27

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

山の辺の道の観光促進委員会でＪＲ・近
鉄・奈良交通の時刻表を入れた分かりや
すい地図・パンフレットの作成

天理駅⇔大神神社の利用も
生まれてきた

三輪駅で降りられるのでバス
の乗車効果は小さい

天理駅～芸術家村～トレイルセンターを
結ぶ周遊サイクリングロードを整備予定

桜井駅南口近辺では、空き家、青空駐車場があり、商店街
が衰退しているため、地元と一緒に検討会を開催中

【桜井市】

買物機能は中和幹線沿い、公共施設は
中心地の国道169号沿いに集める

【天理市】

天理駅を中心に、桜井市、
田原本町、大和郡山市
等と連携したまちづくり

【天理市】
天理駅前広場の整備計画

サイクリング・ウォーキング等周辺観光の拠点として
Ｈ２９.４に天理駅前広場がリニューアルオープン

【天理市】

近隣市町村と連携した
定住自立圏構想

【田原本町】

唐古・鍵遺跡と連携した道の駅
整備

通学・帰宅時間帯に天理大学経由の系
統を新設することにより通学需要の取り
込み

【桜井市】

県総合庁舎跡地では、Ｈ２８
度に福祉・医療と防災拠点と
して、施設の再配置

沿線企業へのモビリ
ティマネジメント

ＪＲ三輪駅の周辺整備を検討

【桜井市】インバウンド向けフ
リー切符で全区間利用可能

（仮称）奈良県国際芸術家村の整備
アクセス検討

JR東海の「うましうるわし奈

良」キャンペーンで大神神社
をとりあげられた

長岳寺やトレイルセンターで休憩される
ハイキング客への公共交通の情報提供

Ｈ２９．４トレイルセンターの機能強化（物
販・飲食の提供開始）

3

市町村界を跨ぐ利用が少ない

早朝・夜間の一部便の運行区
間を箸中～桜井駅北口に短縮

箸中

昼間の運行区間を憩の家病院まで延伸

【天理市】
コミュニティバスを近鉄結崎駅に延伸

事業⑩
（仮称）奈良県国際芸術家村へのア
クセスの検討

実施内容
天理市杣之内地区に整備が検討さ
れている（仮称）奈良県国際芸術家
村のアクセスの検討

実施主体 奈良県、天理市

実施効果
バス利用者数の増加、来訪者増に
よる地域活性化

実施期間 H２９．４ ～ H３３．３

事業⑥ 全国ＩＣカード共通化

実施内容
ＳｕｉｃａやＴＯＩＣＡといった全国共通
交通ICカードへの対応

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 H２８．４
済

事業⑧ インバウンド限定周遊切符の発行

実施内容
インバウンド向けに周遊切符を作成
し、英語版マップとあわせて、観光案
内施設等で配布

実施主体 桜井市

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加

実施期間 Ｈ２８．１１ ～ Ｈ２９．９

【桜井市】
多言語案内看板の設置

Ｈ２７．６に平日のみコミバス西
北部循環新設
Ｈ２９．６より土日も運行
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実施事業

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した系統

4-H27 5-H27
5-a-H26 5-b-H27

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
4

天理桜井

天理駅 川合東口 桜井駅北口
5 天理駅 粟殿口 桜井駅北口

5a 天理駅
粟殿口・三輪
明神大神神社
二の鳥居前

桜井駅北口

5b 天理駅
粟殿口・
天理大学

桜井駅北口

4-H27

5-H27

5-a-H26

5-b-H27

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

山の辺の道の観光促進委員会でＪＲ・近
鉄・奈良交通の時刻表を入れた分かりや
すい地図・パンフレットの作成

天理駅⇔大神神社の利用も
生まれてきた

三輪駅で降りられるのでバス
の乗車効果は小さい

天理駅～芸術家村～トレイルセンターを
結ぶ周遊サイクリングロードを整備予定

桜井駅南口近辺では、空き家、青空駐車場があり、商店街
が衰退しているため、地元と一緒に検討会を開催中

【桜井市】

買物機能は中和幹線沿い、公共施設は
中心地の国道169号沿いに集める

【天理市】

天理駅を中心に、桜井市、
田原本町、大和郡山市
等と連携したまちづくり

【天理市】
天理駅前広場の整備計画

サイクリング・ウォーキング等周辺観光の拠点として
Ｈ２９.４に天理駅前広場がリニューアルオープン

【天理市】

近隣市町村と連携した
定住自立圏構想

【田原本町】

唐古・鍵遺跡と連携した道の駅
整備

通学・帰宅時間帯に天理大学経由の系
統を新設することにより通学需要の取り
込み

【桜井市】

県総合庁舎跡地では、Ｈ２８
度に福祉・医療と防災拠点と
して、施設の再配置

沿線企業へのモビリ
ティマネジメント

ＪＲ三輪駅の周辺整備を検討

桜井市インバウンド向けフリー
切符で全区間利用可能

（仮称）奈良県国際芸術家村の整備
アクセス検討

JR東海の「うましうるわし奈

良」キャンペーンで大神神社
をとりあげられた

長岳寺やトレイルセンターで休憩される
ハイキング客への公共交通の情報提供

Ｈ２９．４トレイルセンターの機能強化（物
販・飲食の提供開始）

4

市町村界を跨ぐ利用が少ない

早朝・夜間の一部便の運行区
間を箸中～桜井駅北口に短縮

箸中

昼間の運行区間を憩の家病院まで延伸

【天理市】
コミュニティバスを近鉄結崎駅に延伸

事業⑯ バス情報表示装置の設置

実施内容
天理駅、憩いの家病院外来棟への
バス情報表示装置の設置を検討

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 H３０．４ ～ H３２．３

事業⑮ バスロケーションシステムの導入

実施内容
奈良交通路線バスの全線において
バスの位置情報等をスマートフォン
等で提供

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業⑭ 多言語案内看板の検討

実施内容

桜井駅から各観光施設への交通手
段を示す多言語案内看板の設置や
コミュニティバスの路線ナンバリング
を検討

実施主体 桜井市

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３０．３

事業⑫
天理市コミュニティバス運行事業の
見直し

実施内容

天理市コミュニティバスいちょう号を
結崎駅及び仁興町に延伸するととも
に、他市町との連携可能性の検討
等を実施

実施主体 天理市

実施効果 運行の効率化

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３１．３

多言語案内看板の設置

Ｈ２７．６に平日のみコミバス西
北部循環新設
Ｈ２９．６より土日も運行

事業⑰ サイクルトレイン社会実験

実施内容
ＪＲ天理駅からＪＲ五条駅間のサイク
ルトレイン社会実験の実施

実施主体 奈良県

実施効果 自転車利用の促進

実施期間 H２９．１１ ～ H２９．１２

事業⑬
天理市デマンド型乗合タクシー運行
事業の見直し

実施内容
天理市デマンド型乗合タクシーぎん
なん号の活用による公共交通空白
地帯の解消策の検討等を実施

実施主体 天理市

実施効果
公共交通利用者数の増加、交通空
白地の解消

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３１．３
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事業① 曽爾高原への路線バス乗入れ検討

実施内容
曾爾高原への路線バス直接乗入れについて、
ニーズを含めて検討

実施主体
曽爾村、宇陀市、御杖村、奈良交通、三重交
通

実施効果 来訪者数の増加、利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業② 路線バスのＰＲ

実施内容 路線バスを使ったモデルコースを設定しＰＲ

実施主体 宇陀市､曽爾村､御杖村､奈良交通､三重交通

実施効果 来訪者数の増加、公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業⑤ 路線運行費補助

実施内容
奈良県基幹公共交通ネットワーク計画に基づ
き、奥宇陀線、曽爾香落渓線、名張奥津線の
路線運行費を補助

実施主体 奈良県

実施効果 地域公共交通の維持

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ２９．９（毎年ＰＤＣＡ）

路線・地域の概要

事業⑦ 公共交通の利用促進

実施内容
県民、関係市町村や交通事業者等が連携し、
公共交通の利用を促進

実施主体
県民、関係市町村、国、奈良県、奈良県警察、
交通事業者

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

１２～２月は乗務員２名
必要で通年運行は困難

【三重交通】
曾爾高原乗り入れ
１０,１１月平日１往復、土
日祝日２往復１５０人/日

【曽爾村】
曽爾高原への直接乗り入れを定期バスで検討したい

限られた便数の定期バスで来訪
するモデルコースの案内

コミバスのダイヤを名張行きの路線バス
に極力合わせている（敷津のバス停）

１台しか運行していないため、全てがクリ
アできるわけではない

平日に佛隆寺への参拝やハイキングにちょう
どいい時間が無いと複数苦情があり、ダイヤ調
整を検討

平日は通学・通院等に利用されており、観光に
ダイヤをあわせると、通院には帰りが早すぎる
といったケースがあり、変更が困難

【奈良交通】
夏季に臨時バス運行
８日間１往復、３０人/日利用

曽爾高原への最寄りは名張
で定着している

南部・東部地域、大和高原北部地域の
対象施設宿泊者限定路線バス運賃
キャッシュバックキャンペーン

２７.９は観劇客の利用があったものの、

全般的には京阪神から日帰り圏である
ためか利用は多くない

霧氷バスの利用者を定期バスの利用に
つなげられないか検討

霧氷号の運行がない平日は路線バスと
コミュニティバスの乗り継ぎでアクセス可
能であることを周知することを検討する

臨時バスで来た方に定期バスを
利用して頂く

【曽爾村】
榛原駅、名張駅との接続を５年くらいで検討したい

大阪方面からは榛原、名古屋
方面からは名張といったすみわ
けができればいい

地元の利用だけでは限界があ
るため、観光客の方に乗って
いただく

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した
系統

6-H26 103 104

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
6 奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前

103 曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西

104 名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

6-H26

103

104

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

三峰山登山口

路線バス・コミュニティバス
を使ったアクセスが可能

【宇陀市】
バスマップの作成

【宇陀地域公共交通活性化協議会】
奥宇陀線を代替し市町村連携コミュニティバスを運行

【宇陀地域公共交通活性化協議会】
市町村連携コミュニティバスで貨客混載の社会実験

5

まちづくりの方向性 「曽爾高原」を中心とした観光による誘客

関係市町村 宇陀市、曽爾村、御杖村

主な沿線施設 榛原駅、名張駅、宇陀市役所、曽爾村役場、名張市役所、宇陀市立病院、榛生昇陽高校、名張西高校、近畿大学工業高校、仏隆寺、奥香落山荘、赤目四十八滝、曾爾高原、姫石の湯

評価指標

■交通手段別分担率（公共交通（鉄道＋バス）と自転車及び徒歩の合計値）

出勤：24.5％（H22）⇒24.5％（H32） 登校：86.4％（H22）⇒86.4％（H32） 通院：15.5％（H22）⇒15.5％（H32） 買物（平日）：15.7％（H22）⇒15.7％（H32） 買物（休日）：11.8％（H22）⇒15.2％（H32）
業務：17.0％（H22）⇒17.0％（H32） 観光：23.1％（H22）⇒43.7％（H32）

■外出率：70.2％（H22）⇒70.2％（H32）
■バスの利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞路線沿線の人口増加率］

奥宇陀線：16,712人（H26） ⇔ 宇陀市榛原・曽爾村：18,810人（H26） 曽爾香落渓線：18,615人（H26） ⇔ 曽爾村：1,676人（H26） 名張奥津線：29,337人（H26） ⇔ 御杖村：1,872人（H26）
■鉄道駅の利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞駅に接続する基幹バス路線沿線市町村の人口増加率］

榛原駅：2,087,415人（H25） ⇔ 奈良市都祁・宇陀市榛原・宇陀市大宇陀・曽爾村・東吉野村：36,929人（H25）
■鉄道駅の端末交通の分担率（公共交通（バス＋タクシー）と自転車及び徒歩の合計値）

榛原駅：57.0％（H22）⇒57.0％（H32）
■公共交通の利便性満足度：H27からH32にかけて上昇

事業⑥ 全国ＩＣカード共通化

実施内容
ＳｕｉｃａやＴＯＩＣＡといった全国共通交通ICカー
ドへの対応

実施主体 奈良交通、三重交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 H２８．４ 済

事業④
南部・東部地域宿泊者限定路線バス運賃
キャッシュバックキャンペーン
路線バスを活用した冬期誘客促進事業

実施内容
奈良県南部・東部地域、大和高原北部地域
の対象施設宿泊者に、路線バスの運賃を助
成

実施主体 奈良県

実施効果
来訪者数の増加、宿泊者数の増加、公共交
通利用者数の増加

実施期間
Ｈ２８．１２～Ｈ２９．３
Ｈ２９．１２ ～ Ｈ３０．３

事業③
連携コミュニティバス導入の検討
市町村連携コミュニティバスの運行

実施内容

宇陀市、曽爾村、御杖村による路線バス代替
連携コミュニティバスの導入を検討

奈良交通奥宇陀線を代替して、宇陀市、曽爾
村、御杖村が連携し、市町村連携コミュニティ
バスを運行

実施主体
宇陀市、曽爾村、御杖村
宇陀地域公共交通活性化協議会

実施効果 地域公共交通の維持

実施期間
Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３
Ｈ２９．１０ ～ Ｈ３３．３ 事業⑧ 貨客混載の導入検討

実施内容
奥宇陀線代替市町村連携コミュニティバスで
貨客混載の導入検討のため社会実験を実施

実施主体 宇陀地域公共交通活性化協議会

実施効果 バスの生産性向上、物流網の効率化

実施期間 Ｈ２９．１０ ～ Ｈ３０．３
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１２～２月は乗務員２名
必要で通年運行は困難

【三重交通】
曾爾高原乗り入れ
１０,１１月平日１往復、土
日祝日２往復１５０人/日

【曽爾村】
曽爾高原への直接乗り入れを定期バスで検討したい

限られた便数の定期バスで来訪
するモデルコースの案内

コミバスのダイヤを名張行きの路線バス
に極力合わせている（敷津のバス停）

１台しか運行していないため、全てがクリ
アできるわけではない

平日に佛隆寺への参拝やハイキングにちょう
どいい時間が無いと複数苦情があり、ダイヤ調
整を検討

平日は通学・通院等に利用されており、観光に
ダイヤをあわせると、通院には帰りが早すぎる
といったケースがあり、変更が困難

【奈良交通】
夏季に臨時バス運行
８日間１往復、３０人/日利用

曽爾高原への最寄りは名張
で定着している

南部・東部地域、大和高原北部地域の
対象施設宿泊者限定路線バス運賃
キャッシュバックキャンペーン

２７.９は観劇客の利用があったものの、

全般的には京阪神から日帰り圏である
ためか利用は多くない

霧氷バスの利用者を定期バスの利用に
つなげられないか検討

霧氷号の運行がない平日は路線バスと
コミュニティバスの乗り継ぎでアクセス可
能であることを周知することを検討する

臨時バスで来た方に定期バスを
利用して頂く

【曽爾村】
榛原駅、名張駅との接続を５年くらいで検討したい

大阪方面からは榛原、名古屋
方面からは名張といったすみわ
けができればいい

地元の利用だけでは限界があ
るため、観光客の方に乗って
いただく

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した
系統

6-H26 103 104

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
6 奥宇陀 榛原駅 掛西口 曽爾村役場前

103 曽爾香落渓 名張駅前 太良路 山粕西

104 名張奥津 名張駅前 滝ノ原口 敷津

6-H26

103

104

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

三峰山登山口

路線バス・コミュニティバス
を使ったアクセスが可能

【宇陀市】
バスマップの作成

【宇陀地域公共交通活性化協議会】
奥宇陀線を代替し市町村連携コミュニティバスを運行

【宇陀地域公共交通活性化協議会】
市町村連携コミュニティバスで貨客混載の社会実験

6

事業⑩ 地域公共交通ネットワークの再編の検討

実施内容
奥宇陀線・曽爾香落渓線を基幹とした地域公
共交通ネットワークの再編を検討

実施主体 奈良県、宇陀市、曽爾村、御杖村、三重交通

実施効果 運行の効率化

実施期間 H２９．４ ～ H３０．３

事業⑨ バスロケーションシステムの導入

実施内容
奈良交通路線バスの全線においてバスの位
置情報等をスマートフォン等で提供

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業⑫ 運行ダイヤの見直し

実施内容
市町村連携コミュニティバスの運行ダイヤの
見直し

実施主体 宇陀地域公共交通活性化協議会

実施効果 公共交通利用者の利便性向上

実施期間 Ｈ２９．１０ ～ Ｈ３３．３

事業⑯ バスマップの作成・配布の検討

実施内容
来訪者向けの宇陀地域のバスマップの作成・
配布の検討

実施主体 宇陀地域公共交通活性化協議会

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２９．１０ ～ Ｈ３３．３

事業⑪ 運行ルート・停留所位置の見直しの検討

実施内容
市町村連携コミュニティバスの運行ルート・停
留所位置の見直しを検討

実施主体 宇陀地域公共交通活性化協議会

実施効果
運行の効率化、公共交通利用者の利便性向
上

実施期間 Ｈ２９．１０ ～ Ｈ３３．３

事業⑬ 上限運賃の導入の検討

実施内容
市町村連携コミュニティバスにおいて上限運
賃の導入を検討

実施主体 宇陀地域公共交通活性化協議会

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２９．１０ ～ Ｈ３３．３

事業⑭ 停留所の待合環境整備の検討

実施内容
他のバスとの乗り継ぎとなる停留所での待合
環境の整備の検討

実施主体 宇陀地域公共交通活性化協議会

実施効果 公共交通利用者の利便性向上

実施期間 Ｈ２９．１０ ～ Ｈ３３．３

事業⑮ 切符の販売の検討

実施内容
奥宇陀線・曽爾香落渓線のいずれでも利用
可能な切符の販売の検討

実施主体 宇陀地域公共交通活性化協議会

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２９．１０ ～ Ｈ３３．３

事業⑰ モビリティ・マネジメントの実施

実施内容
住民・学校を対象としたモビリティ・マネジメン
トの実施

実施主体 宇陀地域公共交通活性化協議会

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２９．１０ ～ Ｈ３３．３

事業⑱
既存交通資源（スクールバス等）の有効活用
の検討

実施内容
既存交通資源（スクールバス等）の有効活用
の検討

実施主体 宇陀地域公共交通活性化協議会

実施効果 運行の効率化

実施期間 Ｈ２９．１０ ～ Ｈ３３．３

事業⑲ バス情報表示装置の設置

実施内容 榛原駅へのバス情報表示装置の設置を検討

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 H３０．４ ～ H３２．３
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事業① 路線バスのＰＲ

実施内容
ホームページ等でうだ・アニマルパークなど
沿線施設へのバスでのアクセス方法をＰＲ

実施主体 桜井市、宇陀市、奈良県、奈良交通

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者数の増
加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業② 観光客の誘客に向けた検討

実施内容
沿線の大和さくらい100選や、道の駅宇陀路

大宇陀周辺、宇陀松山地区等への誘客の検
討

実施主体 桜井市、宇陀市、奈良交通

実施効果 来訪者数の増加、公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業④ ノンステップバスの導入

実施内容
大宇陀線、桜井菟田野線にノンステップバス
を導入

実施主体 奈良交通

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

路線・地域の概要

事業⑥ 公共交通の利用促進

実施内容
県民、関係市町村や交通事業者等が連携
し、公共交通の利用を促進

実施主体
県民、関係市町村、国、奈良県、奈良県警
察、交通事業者

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業③ 路線運行費補助

実施内容
奈良県基幹公共交通ネットワーク計画に基
づき、桜井菟田野線の路線運行費を補助

実施主体 奈良県

実施効果 地域公共交通の維持

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ２９．９（毎年ＰＤＣＡ）

アニマルパークへは少し変わったバスを走
らせてでもバスを利用して欲しい

自家用車利用が多く、バス利用は駐車場へ
の乗り入れ等でもまだ難しい

アニマルパークへバスでアクセスできること
をＰＲするバス車内の案内放送を実施

来訪者に利用してもらうよう桜井駅への最終便を
午後２時から午後４時に変更した

まだ地元利用がメインで来訪者に定着していない

桜井菟田野線のダイヤを大宇陀
高校の始・終業等に合わせるよう
調整してはどうか

本数と運賃の問題があり、本数が
少ないと学校行事に対応できない。
学生の利用は値段に敏感で利便
性も重視されるため、難しい

榛原駅南口の再開発、コンパクトシティ化に向けて検討

桜井１００選などの観光地の案内

観光バスの乗入に向けた拡張

【宇陀市】
バスマップの作成

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
7

大宇陀
榛原駅 内原 大宇陀

7a 天満台東三丁目 大宇陀
11 桜井菟田野 桜井駅南口 大宇陀高校 大宇陀

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した
系統

7-H26 7-a-H26 11

7-H26

7-a-H26

11

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

【桜井市】インバウンド向けフリー
切符で全区間利用可能

（宇陀市・奈良交通）
小学生を対象としたモビリティマネジメント

【奈良交通】

「奈良のバス１００周年記念フェス
タ」を開催（Ｈ２９．５．２７～５．２８）
し、閑散期の大宇陀への集客を諮
る

7

まちづくりの方向性 「うだ・アニマルパーク」や「道の駅大宇陀」、桜井市内の観光地を中心とした誘客

関係市町村 桜井市、宇陀市

主な沿線施設
桜井駅、榛原駅、桜井市役所、宇陀市役所、桜井病院、済生会中和病院、宇陀市立病院、関西中央高校、大宇陀高校、榛生昇陽高校、心の森総合福祉公園、大宇陀温泉あきののゆ、うだ・アニマルパーク、宇陀松山重要伝統的建造物郡保存地区、
オークワサンクシティ

評価指標

■交通手段別分担率（公共交通（鉄道＋バス）と自転車及び徒歩の合計値）

出勤：30.9％（H22）⇒30.9％（H32） 登校：92.7％（H22）⇒93.9％（H32） 通院：30.8％（H22）⇒30.8％（H32） 買物（平日）：26.9％（H22）⇒26.9％（H32） 買物（休日）：13.2％（H22）⇒13.2％（H32）
業務：20.2％（H22）⇒20.6％（H32） 観光：36.9％（H22）⇒36.9％（H32）

■外出率：74.9％（H22）⇒74.9％（H32）
■バスの利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞路線沿線の人口増加率］

大宇陀線：180,164人（H26） ⇔ 宇陀市榛原・宇陀市大宇陀：17,134人（H26） 桜井菟田野線：19,365人（H26） ⇔ 桜井市・宇陀市大宇陀：65,979人（H26）
■鉄道駅の利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞駅に接続する基幹バス路線沿線市町村の人口増加率］

榛原駅：2,087,415人（H25） ⇔ 奈良市都祁・宇陀市榛原・宇陀市大宇陀・曽爾村・東吉野村：36,929人（H25） 桜井駅：4,116,514人（H25） ⇔ 桜井市・宇陀市大宇陀・明日香村：72,106人（H25）
■鉄道駅の端末交通の分担率（公共交通（バス＋タクシー）と自転車及び徒歩の合計値）

榛原駅：57.0％（H22）⇒57.0％（H32） 桜井駅：79.6％（H22）⇒80.3％（H32）
■公共交通の利便性満足度：H27からH32にかけて上昇

南部・東部地域、大和高原北部地域の
対象施設宿泊者限定路線バス運賃
キャッシュバックキャンペーン

事業⑤ 全国ＩＣカード共通化

実施内容
ＳｕｉｃａやＴＯＩＣＡといった全国共通交通IC
カードへの対応

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 H２８．４ 済

事業⑦ インバウンド限定周遊切符の発行

実施内容
インバウンド向けに周遊切符を作成し、英
語版マップとあわせて、観光案内施設等
で配布

実施主体 桜井市

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者数の
増加

実施期間 Ｈ２８．１１ ～ Ｈ２９．９

事業⑧ 多言語案内看板の設置

実施内容

桜井駅から各観光施設への交通手段を
示す多言語案内看板の設置やコミュニ
ティバスの路線ナンバリングの導入を検
討

実施主体 桜井市

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３０．３

【桜井市】
多言語案内看板の設置
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アニマルパークへは少し変わったバスを走
らせてでもバスを利用して欲しい

自家用車利用が多く、バス利用は駐車場へ
の乗り入れ等でもまだ難しい

アニマルパークへバスでアクセスできること
をＰＲするバス車内の案内放送を実施

来訪者に利用してもらうよう桜井駅への最終便を
午後２時から午後４時に変更した

まだ地元利用がメインで来訪者に定着していない

桜井菟田野線のダイヤを大宇陀
高校の始・終業等に合わせるよう
調整してはどうか

本数と運賃の問題があり、本数が
少ないと学校行事に対応できない。
学生の利用は値段に敏感で利便
性も重視されるため、難しい

榛原駅南口の再開発、コンパクトシティ化に向けて検討

桜井１００選などの観光地の案内

観光バスの乗入に向けた拡張

【宇陀市】
バスマップの作成

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
7

大宇陀
榛原駅 内原 大宇陀

7a 天満台東三丁目 大宇陀
11 桜井菟田野 桜井駅南口 大宇陀高校 大宇陀

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した
系統

7-H26 7-a-H26 11

7-H26

7-a-H26

11

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

桜井市のインバウンド向けフリー
切符で全区間利用可能

（宇陀市・奈良交通）
小学生を対象としたモビリティマネジメント

【奈良交通】

「奈良のバス１００周年記念フェス
タ」を開催（Ｈ２９．５．２７～５．２８）
し、閑散期の大宇陀への集客を諮
る

8

南部・東部地域、大和高原北部地域の
対象施設宿泊者限定路線バス運賃
キャッシュバックキャンペーン

事業⑪ 路線バスを活用した冬期誘客促進事業

実施内容
奈良県南部・東部地域、大和高原北部地域
の対象施設宿泊者に、路線バスの運賃を
助成

実施主体 奈良県

実施効果
来訪者数の増加、宿泊者数の増加、公共
交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２９．１２ ～ Ｈ３０．３

事業⑩ バス情報表示装置の設置

実施内容
道の駅宇陀路大宇陀へのバス情報表示装
置の設置を検討

実施主体 宇陀市

実施効果 利便性の向上

実施期間 H３０．４ ～ H３２．３

事業⑨ バスロケーションシステムの導入

実施内容
奈良交通路線バスの全線においてバスの
位置情報等をスマートフォン等で提供

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

【桜井市】
多言語案内看板の設置

事業⑫ バス情報表示装置の設置

実施内容
榛原駅へのバス情報表示装置の設置を検
討

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 H３０．４ ～ H３２．３



公 共 交 通 と ま ち づ く り の デ ッ サ ン 東部E 古市場線・榛原東吉野線

事業① 路線バスのＰＲ

実施内容
路線バスを使ったモデルコースを設
定してＰＲ

実施主体 宇陀市、東吉野村、奈良交通

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業④ ノンステップバスの導入

実施内容
古市場線、榛原東吉野線にノンス
テップバスを導入

実施主体 奈良交通

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

路線・地域の概要

実施事業

事業⑥ 公共交通の利用促進

実施内容
県民、関係市町村や交通事業者等
が連携し、公共交通の利用を促進

実施主体
県民、関係市町村、国、奈良県、奈
良県警察、交通事業者

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業③ 路線運行費補助

実施内容
奈良県基幹公共交通ネットワーク計
画に基づき、榛原東吉野線の路線運
行費を補助

実施主体 奈良県

実施効果 地域公共交通の維持

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ２９．９（毎年ＰＤＣＡ）

高校生・大学生への通学定期補助（１７人）

多客時には乗り切れない
登山客には不便なダイヤ

かえでの郷は桜の時期の来訪が多い。
山の中に桜が咲くことで名所になって
いる

バスの乗り継ぎは抵抗感がある人が
多いが、菟田野まで来てバスに乗り
換えて頂きたい

【東吉野村】

空き家が増えてきたため、役場周辺
のまちづくりで活性化したい

宇陀市
（菟田野）

【奈良県】

南部・東部地域、大和高原北部地域対象施設
宿泊者限定路線バス運賃キャッシュバックキャ
ンペーン

【東吉野村】
コミュニティバスの運行形態の
検討・ＰＲ

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した
系統

8-H26 9

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
8 古市場 榛原駅 高塚 菟田野
9 榛原東吉野 榛原駅 菟田野 東吉野村役場前

8-H26

9
路線バスとコミュニティバスの
乗り入れを予定

小さな道の駅（拠点施設）を整備（Ｈ２９．１２頃
供用開始予定）、特産品の物販などを設置
バスの転回スペース、待機スペースを整備

ふるさと号を利用して訪れる平日観
光客（デマンド）は増えている

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

【宇陀市】
バスマップの作成

観桜期と夏季に臨時バス
を運行

宇陀市
（榛原）

東吉野村

事業⑦ 交通拠点の整備

実施内容

東吉野村鷲家に小さな道の駅を整
備、榛原東吉野線を乗り入れし、コ
ミュニティバスとの乗り継ぎ拠点とす
るため案内表示装置を整備、コミュ
ニティバスは利用者増に対応し車両
代替

実施主体 東吉野村、奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ２９．１２頃 9

まちづくりの
方向性

「高見山」の霧氷見学などへの誘客

関係市町村 宇陀市、東吉野村

主な沿線施設
榛原駅、宇陀市役所、菟田野地域事務所、東吉野村役場、宇陀市菟田野産業復興センター、奈良県高原農業復興センター、

宇陀市立病院、榛生昇陽高校、奈良カエデの郷ひらら、高見山、宇陀水分神社、オークワサンクシティ

評価指標

■交通手段別分担率（公共交通（鉄道＋バス）と自転車及び徒歩の合計値）

出勤：26.2％（H22）⇒26.2％（H32） 登校：88.4％（H22）⇒88.4％（H32） 通院：19.0％（H22）⇒19.0％（H32）

買物（平日）：16.2％（H22）⇒16.2％（H32） 買物（休日）：12.2％（H22）⇒15.6％（H32）

業務：18.4％（H22）⇒18.4％（H32） 観光：29.6％（H22）⇒50.1％（H32）

■外出率：70.2％（H22）⇒70.2％（H32）

■バスの利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞路線沿線の人口増加率］

古市場線：52,713人（H26） ⇔ 宇陀市榛原・宇陀市菟田野：21,223人（H26）

榛原東吉野線：23,637人（H26） ⇔ 宇陀市榛原・宇陀市菟田野・東吉野村：23,115人（H26）

■鉄道駅の利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞駅に接続する基幹バス路線沿線市町村の人口増加率］

榛原駅：2,087,415人（H25） ⇔ 奈良市都祁・宇陀市榛原・宇陀市大宇陀・曽爾村・東吉野村：36,929人（H25）

■鉄道駅の端末交通の分担率（公共交通（バス＋タクシー）と自転車及び徒歩の合計値）

榛原駅：57.0％（H22）⇒57.0％（H32）

■公共交通の利便性満足度：H27からH32にかけて上昇

事業⑧ バスロケーションシステムの導入

実施内容
奈良交通路線バスの全線において
バスの位置情報等をスマートフォン
等で提供

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業②

南部・東部地域宿泊者限定路線バス
運賃キャッシュバックキャンペーン

路線バスを活用した冬期誘客促進
事業

実施内容
奈良県南部・東部地域、大和高原北
部地域の対象施設宿泊者に、路線
バスの運賃を助成

実施主体 奈良県

実施効果
来訪者数の増加、宿泊者数の増加、
公共交通利用者数の増加

実施期間
Ｈ２８．１２ ～ Ｈ２９．３
Ｈ２９．１２ ～ Ｈ３０．３

事業⑤ 全国ＩＣカード共通化

実施内容
ＳｕｉｃａやＴＯＩＣＡといった全国共通交
通ＩＣカードへの対応

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４
済

事業⑨ バス表示装置の設置

実施内容
榛原駅へのバス情報表示装置の設
置を検討

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 H３０．４ ～ H３２．３



公 共 交 通 と ま ち づ く り の デ ッ サ ン 東部F 都祁榛原線

事業① 広報活動の実施

実施内容
地域住民の意識を変えるため、県・
市等が連携し、関係者一体となって
利用促進の広報に取り組む

実施主体 奈良市、宇陀市、奈良県、奈良交通

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業② 路線運行費補助

実施内容
奈良県基幹公共交通ネットワーク計
画に基づき、都祁榛原線の路線運
行費を補助

実施主体 奈良県

実施効果 地域公共交通の維持

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ２９．９（毎年ＰＤＣＡ）

事業⑤ 公共交通の利用促進

実施内容
県民、関係市町村や交通事業者等
が連携し、公共交通の利用を促進

実施主体
県民、関係市町村、国、奈良県、奈
良県警察、交通事業者

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

路線・地域の概要

実施事業

事業③ ノンステップバスの導入

実施内容
利用状況や道路状況を見据えなが
ら、都祁榛原線に低床車両を導入

実施主体 奈良交通

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

運賃の値下げ（地交会議で協議）

沿線高校への通学需要が大きな割合を占
めており、値下げは通学費負担減にはな
るが、利用増に結びつくか不透明で、収支
が悪化する懸念がある

１１月のイベントにバスで来た人に補助を
出すとか考えられないか

学校単位のイベントでないとなかなかバス
で来ない

バス停から少し登る必要があるので乗り入れでき
ないか

イベント頻度や季節で利用状況に波がある。また、
小型バス（４０人乗り）のため利用者が多い場合、
臨時運行等が必要になる

バスの補助・運賃割引等ができないか（高の
原イオンで事例あり）

踏切部分が狭く、バスの乗り入れが難しい

一部地域だけを値下げすることになるため、他路
線との公平性で問題がないか議論が必要

ＩＣカードシステム変更を伴う場合費用と時間がか
かる

住宅街からの通勤者向けに往復割引運賃や片
道定期券は出来ないか

東京・名古屋方面への利用非常に
少ない

高速バスの活用

都祁の住民の多くは榛
原を生活圏として意識し
ている

地元住民の意識を変えてもらうための広
報活動の実施

宇陀市平成榛原
子供のもり公園

10-a-H26

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した
系統

10-a-H26

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
10a 都祁榛原 榛原駅 外の橋 針インター

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

【宇陀市】
バスマップの作成

【奈良市】
市民だよりでの広報
利用促進チラシの配布

事業⑥ 都祁地域コミュニティバスの再編

実施内容
都祁地域の小学校統廃合に伴うス
クールバス、コミュティバスの再編

実施主体 奈良市

実施効果 地域公共交通の維持・効率化

実施期間 H２９．４ ～ H３０．３

10

【奈良市】
都祁地域コミュニティバスの再編

まちづくりの
方向性

「榛原駅」を生活圏とする住民に対する利用促進

関係市町村 奈良市、宇陀市

主な沿線施設
榛原駅、宇陀市役所、桜井警察署宇陀警察庁舎、宇陀市総合運動場、榛生昇陽高校、宇陀市立病院、都祁行政センター、山

辺高校、交流センター、道の駅針T・R・S、奈良県立野外活動センター、オークワサンクシティ

評価指標

■交通手段別分担率（公共交通（鉄道＋バス）と自転車及び徒歩の合計値）

出勤：51.9％（H22）⇒51.9％（H32） 登校：91.7％（H22）⇒91.7％（H32） 通院：43.4％（H22）⇒43.4％（H32）

買物（平日）：46.2％（H22）⇒46.2％（H32） 買物（休日）：28.9％（H22）⇒28.9％（H32）

業務：31.6％（H22）⇒34.9％（H32） 観光：60.8％（H22）⇒67.7％（H32）

■外出率：78.6％（H22）⇒78.6％（H32）

■バスの利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞路線沿線の人口増加率］

都祁榛原線：47,877人（H26） ⇔ 奈良市都祁・宇陀市榛原：25,389人（H26）

■鉄道駅の利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞駅に接続する基幹バス路線沿線市町村の人口増加率］

榛原駅：2,087,415人（H25） ⇔ 奈良市都祁・宇陀市榛原・宇陀市大宇陀・曽爾村・東吉野村：36,929人（H25）

■鉄道駅の端末交通の分担率（公共交通（バス＋タクシー）と自転車及び徒歩の合計値）

榛原駅：57.0％（H22）⇒57.0％（H32）

■公共交通の利便性満足度： H27からH32にかけて上昇

事業⑦
路線バスを活用した冬期誘客促進
事業

実施内容
奈良県南部・東部地域、大和高原北
部地域の対象施設宿泊者に、路線
バスの運賃を助成

実施主体 奈良県

実施効果
来訪者数の増加、宿泊者数の増加、
公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２９．１２～Ｈ３０．３

事業⑧ バスロケーションシステムの導入

実施内容
奈良交通路線バスの全線において
バスの位置情報等をスマートフォン
等で提供

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業⑨ バス情報表示装置の設置

実施内容
榛原駅へのバス情報表示装置の設
置を検討

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 H３０．４ ～ H３２．３

【奈良県】

南部・東部地域、大和高原北部地域対象施設
宿泊者限定路線バス運賃キャッシュバックキャ
ンペーン

事業④ 全国ＩＣカード共通化

実施内容
ＳｕｉｃａやＴＯＩＣＡといった全国共通交
通ＩＣカードへの対応

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４
済
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事業① 観光地図によるバスの利用促進

実施内容 観光地図を作成しバスの利用を促進

実施主体 桜井市

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業② インバウンド限定周遊切符の発行

実施内容
インバウンド向けに周遊切符を作成
し、英語版マップとあわせて、観光案
内施設等で配布

実施主体 桜井市

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加

実施期間 Ｈ２８．１１ ～ Ｈ２９．９

事業④
オーベルジュへのコミュニティバスの
乗入れ実証運行

実施内容
オーベルジュ・ド・ぷれざんす桜井へ
コミュニティバスを乗入れ（実証実験
を踏まえたＰＤＣＡサイクル）

実施主体 桜井市

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加、ニーズの把握

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業⑤
フリー乗車券の検討
１日フリー乗車券の発行

実施内容
インバウンド向けにバスの１日フリー
乗車券を作成し、観光施設等で販売

実施主体 明日香村・奈良交通

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．５ ～ Ｈ３３．３

路線・地域の概要

実施事業

事業⑦ バス待ち環境の整備

実施内容 石舞台周辺のバス待ち環境を整備

実施主体 明日香村

実施効果 快適性の向上、安全性の向上

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３０．３

事業③ 多言語案内看板の設置

実施内容

桜井駅から各観光施設への交通手
段を示す多言語案内看板の設置や
コミュニティバスの路線ナンバリング
の導入を検討

実施主体 桜井市

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３０．３

事業⑪ ノンステップバスの導入

実施内容
桜井飛鳥線にノンステップバスを導
入

実施主体 奈良交通

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業⑩ 路線運行費補助

実施内容
奈良県基幹公共交通ネットワーク計
画に基づき、桜井飛鳥線の路線運
行費を補助

実施主体 奈良県

実施効果 地域公共交通の維持

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ２９．９（毎年ＰＤＣＡ）

事業⑨ 路線バスのＰＲ

実施内容
奈良交通の宣伝媒体・広報活動によ
るＰＲ

実施主体 奈良交通

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業⑧ 新たな路線バスの運行

実施内容
観光地を経由し、吉野下千本駐車
場と大和八木駅を結ぶ路線バスを
多客期に運行

実施主体 吉野大峯ケーブル自動車

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加

実施期間
Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３
（Ｈ２７．１１より実施）

オーベルジュへのコミバスの乗り
入れ検討

桜井飛鳥線は観光をメインとした路線として
検討する

オフシーズンでも人を呼び込めるよう取り組
む必要がある

石舞台周辺バス待ち環境の整備

Ｈ２７．６・Ｈ２９．６に桜井市コミバスを市
内循環系統と郊外行きに再編

ＪＲを利用するインバウンド観光の誘
客に向けた周遊企画切符

13-H27

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
13 桜井飛鳥 桜井駅南口 万葉文化館 石舞台

系統番号

※ーH27はH27.10に変更した
系統

13-H27

八木耳成線
橿原総合庁舎乗入

桜井市インバウンド
向けフリー切符で全
区間利用可能

Ｈ２８．４事務所送迎バスの路
線バス転換のため時刻変更

11

まちづくりの
方向性

「国営飛鳥歴史公園キトラ古墳周辺地区」や「石舞台」、「オーベルジュ」等への観光による誘客

関係市町村 桜井市、明日香村

主な沿線施設
桜井駅、済生会中和病院、安倍文殊院、山田寺跡、岡寺、明日香の夢市、明日香夢の旬菜館、石舞台古墳、飛鳥資料館、県
立万葉文化館、なら食と農の魅力創造国際大学校、オーベルジュ・ド・ぷれさんす桜井、ＡＳＵＣＯＭＥ（あすかむ）

評価指標

■交通手段別分担率（公共交通（鉄道＋バス）と自転車及び徒歩の合計値）

出勤：32.0％（H22）⇒32.0％（H32） 登校：94.1％（H22）⇒95.9％（H32） 通院：36.8％（H22）⇒36.8％（H32）
買物（平日）：29.7％（H22）⇒29.7％（H32） 買物（休日）：13.3％（H22）⇒13.3％（H32）
業務：20.6％（H22）⇒20.6％（H32） 観光：37.9％（H22）⇒37.9％（H32）

■外出率：77.0％（H22）⇒77.0％（H32）
■バスの利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞路線沿線の人口増加率］

桜井飛鳥線：10,260人（H26） ⇔桜井市・明日香村：64,259人（H26）
■鉄道駅の利用者数（年間乗車人員） ［乗車人員の増加率＞駅に接続する基幹バス路線沿線市町村の人口増加率］

桜井駅：4,116,514人（H25） ⇔ 桜井市・宇陀市大宇陀・明日香村：72,106人（H25）

■鉄道駅の端末交通の分担率（公共交通（バス＋タクシー）と自転車及び徒歩の合計値）

桜井駅：79.6％（H22）⇒80.3％（H32）
■公共交通の利便性満足度：H27からH32にかけて上昇

事業⑥ 通学アクセスの検討

実施内容
なら食と農の魅力創造国際大学校
への通学アクセスの検討

実施主体 奈良県、奈良交通

実施効果
大学校へのアクセス利便性向上、公
共交通の利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

済

事業⑫ 全国ＩＣカード共通化

実施内容
ＳｕｉｃａやＴＯＩＣＡといった全国共通交
通ＩＣカードへの対応

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４

済

【桜井市】
多言語案内看板の設置

ＡＳＵＣＯＭＥ（あすかむ）

明日香の夢市

明日香夢の旬菜館

キトラ古墳壁画体験館
四神の館

国営飛鳥歴史公園キトラ古墳
周辺地区
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実施事業

オーベルジュへのコミバスの乗り
入れ検討

桜井飛鳥線は観光をメインとした路線として
検討する

オフシーズンでも人を呼び込めるよう取り組
む必要がある

石舞台周辺バス待ち環境の整備

Ｈ２７．６・Ｈ２９．６に桜井市コミバスを市
内循環系統と郊外行きに再編

ＪＲを利用するインバウンド観光の誘
客に向けた周遊企画切符

13-H27

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
13 桜井飛鳥 桜井駅南口 万葉文化館 石舞台

系統番号

※ーH27はH27.10に変更した
系統

13-H27

八木耳成線
橿原総合庁舎乗入

桜井市インバウンド
向けフリー切符で全
区間利用可能

Ｈ２８．４事務所送迎バスの路線
バス転換のため時刻変更

12

事業⑮ バスロケーションシステムの導入

実施内容
奈良交通路線バスの全線において
バスの位置情報等をスマートフォン
等で提供

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業⑯ バス情報表示装置の設置

実施内容
橿原総合庁舎へのバス情報表示装
置の設置を検討

実施主体 奈良県

実施効果 利便性の向上

実施期間 H３０．４ ～ H３２．３

事業⑬ 公共交通の利用促進

実施内容
県民、関係市町村や交通事業者等
が連携し、公共交通の利用を促進

実施主体
県民、関係市町村、国、奈良県、奈
良県警察、交通事業者

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業⑰ 鉄道駅バリアフリー化

実施内容
橿原神宮前駅に内方線付点字ブロッ
クを設置

実施主体 近畿日本鉄道

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 H２９．４ ～ H３３．３

【桜井市】
多言語案内看板の設置

事業⑭ バス時刻表の配布による利用促進

実施内容
観光路線図及び時刻表を作成しバ
スの利用を促進

実施主体 明日香村

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．５ ～ Ｈ３３．３

ＡＳＵＣＯＭＥ（あすかむ）

明日香夢の旬菜館

明日香の夢市

国営飛鳥歴史公園キトラ古墳
周辺地区

キトラ古墳壁画体験館
四神の館



系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点

38a 八木下市
八木駅 南大和三丁目 下市口駅

38b 八木駅 矢走口 下市口駅
105

飛鳥

橿原神宮駅東口 明日香小山 飛鳥駅
106 橿原神宮駅東口 石舞台 飛鳥駅
106a 橿原神宮駅東口 石舞台・飛鳥駅 檜前
107 橿原神宮駅東口 豊浦 橿原神宮駅東口
108 橿原神宮駅東口 菖蒲町四丁目南 橿原神宮駅東口

公 共 交 通 と ま ち づ く り の デ ッ サ ン 中部B 八木下市線・飛鳥線 1/2

事業① 飛鳥駅への路線バス乗入れの検討

実施内容
地域の玄関口である飛鳥駅の結節
点機能強化として八木下市線の乗
入れを検討

実施主体 明日香村、奈良交通

実施効果 利便性の向上、安全性の向上

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業② 観光客の誘客に向けた検討

実施内容
壺阪山駅と飛鳥駅から観光地へ誘
客できるアクセス交通体系を検討

実施主体 明日香村、高取町

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業④ 駅前広場の整備

実施内容 壺阪山駅の駅前広場を整備

実施主体 高取町

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業⑤
村内交通の実証運行
村内交通の運行

実施内容

明日香村内交通の実証運行を実施

明日香村内交通の実証運行を踏ま
え、飛鳥線の増便と乗合交通の本格
運行を実施

実施主体 明日香村

実施効果 利便性の向上、ニーズの把握

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３０．３

路線・地域の概要

実施事業

事業⑥ ２人乗りＥＶレンタルサービス

実施内容

超小型モビリティの導入と走行エリア
拡大。貸出案内所ＭＩＣＨＩＭＯステー
ションの整備
鉄道駅（橿原神宮前駅、飛鳥駅）に
事業拠点を整備し、超小型モビリティ
の機動性、周遊性から飛鳥地方の
観光客来訪者の増加を目指す

実施主体
明日香村、高取町、橿原市（飛鳥情
報交通協議会）

実施効果
来訪者の増加、地域公共交通の活
性化

実施期間
Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３（Ｈ２６．１０よ
り実施）

事業⑦ 新たな路線バスの運行

実施内容
橿原神宮前駅～イオンモール橿原、
橿原神宮前駅～御所ＩＣ付近の路線
バスを運行

実施主体
奈良交通、橿原市地域公共交通会
議

実施効果
公共交通利用者の増加、利便性の
向上

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３０．３（毎年ＰＤＣＡ）

事業⑩ 路線運行費補助

実施内容
奈良県基幹公共交通ネットワーク計
画に基づき、八木下市線の路線運
行費を補助

実施主体 奈良県

実施効果 地域公共交通の維持

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ２９．９（毎年ＰＤＣＡ）

事業⑨ コミュニティバスの再編

実施内容

南奈良総合医療センターの開院に
あわせて、コミュニティバスを再編

無償の福祉バスを有償のコミュニ
ティバス及びデマンド型乗合タクシー
に再編し運行

病院アクセスの確保を含め、運行内
容を継続的に検討

実施主体 大淀町

実施効果 病院アクセスの確保、利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業⑧ 新たな路線バスの運行

実施内容
観光地を経由し、吉野下千本駐車
場と大和八木駅を結ぶ路線バスを
多客期に運行

実施主体 吉野大峯ケーブル自動車

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加

実施期間 Ｈ２７．１１ ～ Ｈ３３．３

【高取町】

壺阪山駅前広場

【明日香村】

壺阪山駅と飛鳥駅から誘客でき
る路線で、アクセス交通体系を
作っていきたい

玄関口である飛鳥駅の
結節点機能強化としてバ
スの乗り入れ検討

Ｈ２８.９．２４キトラ古墳公園開園
定時定路線のバスを運行（５．０回/日）

Ｈ２７．１０に村内交通の実証運行を開始。赤か
め周遊バスは便数を増便し、Ｈ２８．１０から本
格運行

畝傍

２人乗りＥＶレンタルサービス開始（超小型
モビリティ「ＭＩＣＨＩＭＯ」）Ｈ２６.１０（飛鳥駅）、
Ｈ２７．１０（橿原神宮前駅）【橿原市】新沢千塚古墳群公園内に

健康づくり・学習・交流拠点施設公
園の集客施設の整備（Ｈ２８度オー
プン）

大和八木駅南側に複合施設の整備（庁
舎機能の一部、宿泊施設、商業施設）Ｈ
３０．４オープン予定

橿原市南西部地域居住エリアと主
要駅を結ぶ路線で生活交通手段と
する傍ら、御所ＩＣ付近産業集積地
へのアクセスを可能とする

橿原神宮前駅とイオンモール橿原
を結ぶ新規路線（Ｈ２８．４～）

【大淀町】

大淀町市街地と南奈良総合医療
センターを結ぶコミバスの運行

38-a-H26

38-b-H27

105-H27

107
106-H27

108

106-a

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

※ーH27はH27.10に変更した系統

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

38-a-H26 38-b-H27 105-H27
107106-H27

108
106-a

利用者数が伸び悩み

試験的に英語表記での
案内を導入

乗降・待機スペース不足

【橿原市】イオンモールへの通勤需
要を取り込めないか

【大淀町】
下市口駅周辺を中心としたまちづくり

13

飛鳥線でサイクルバスの社会実験を実施
（Ｈ２９．１０～）

まちづくりの
方向性

医大病院へのアクセス等、生活交通の確保

「国営飛鳥歴史公園キトラ古墳周辺地区・キトラ古墳壁画体験館四神の館」、「石舞台古墳」等、明日香村内の観光施設への

誘客

関係市町村 橿原市、高取町、明日香村、大淀町

主な沿線施設

大和八木駅、八木西口駅、畝傍駅、畝傍御陵前駅、橿原神宮前駅、岡寺駅、飛鳥駅、壷阪山駅、下市口駅、大淀バスセンター、
橿原市役所、明日香村役場、高取町役場、大淀町役場、かしはら万葉ホール、橿原市立図書館、橿原市中央体育館、奈良県
立医科大学付属病院、高取国際高校、大淀高校、飛鳥資料館、県立万葉文化館、石舞台古墳、橘寺、高松塚古墳、道の駅・
吉野路大淀ｉセンター、近鉄百貨店橿原店、ライフ大淀店、キトラ古墳公園

評価指標

■交通手段別分担率（公共交通（鉄道＋バス）と自転車及び徒歩の合計値）
出勤：37.2％（H22）⇒37.2％（H32） 登校：93.1％（H22）⇒93.1％（H32） 通院：36.5％（H22）⇒36.5％（H32）
買物（平日）：33.3％（H22）⇒33.3％（H32） 買物（休日）：18.6％（H22）⇒18.6％（H32）
業務：24.9％（H22）⇒27.6％（H32） 観光：38.4％（H22）⇒38.4％（H32）

■外出率：79.4％（H22）⇒79.4％（H32）
■バスの利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞路線沿線の人口増加率］

八木下市線：34,115人（H26） ⇔ 橿原市・高取町・明日香村・大淀町：156,514人（H26）
飛鳥線：86,989人（H26） ⇔ 橿原市・明日香村：130,893人（H26）

■鉄道駅の利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞駅に接続する基幹バス路線沿線市町村の人口増加率］

大和八木駅： 6,764,828人（H25） ⇔ 橿原市：125,543人（H25）
飛鳥駅：443,388人（H25） ⇔ 明日香村：5,614人（H25）
壷阪山駅：255,422人（H25） ⇔ 高取町：7,426人（H25）
下市口駅：658,169人（H25） ⇔ 大淀町・下市町・黒滝村・・天川村：27,296人（H25）

■鉄道駅の端末交通の分担率（公共交通（バス＋タクシー）と自転車及び徒歩の合計値）
大和八木駅：89.6％（H22）⇒89.6％（H32） 飛鳥駅：91.7％（H22）⇒96.6％（H32）
壺阪山駅：68.1％（H22）⇒68.1％（H32） 下市口駅：56.4％（H22）⇒56.4％（H32）

■公共交通の利便性満足度：H27からH32にかけて上昇

星野リゾートホテル
オープン予定

【大淀町】
特別乗車券を発行

キトラ古墳壁画体験館
四神の館

国営飛鳥歴史公園キトラ古墳
周辺地区

事業③
フリー乗車券の検討
１日フリー乗車券の発行

実施内容
インバウンド向けにバスの１日フリー
乗車券を作成し、観光施設等で販売

実施主体 明日香村・奈良交通

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．５ ～ Ｈ３３．３
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実施事業

事業⑬ 飛鳥駅を拠点として整備

実施内容
飛鳥駅の結節点機能強化のため駅
前広場の整備を検討

実施主体 明日香村、奈良県

実施効果 乗り継ぎ利便性の向上

実施期間 H２９．４ ～ H３３．３

事業⑭ サイクルバスの導入検討

実施内容
飛鳥線においてサイクルバスの導
入検討のため社会実験を実施

実施主体 奈良県、奈良交通

実施効果 新規需要開拓

実施期間 H２９．１０ ～ H３０．３

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点

38a 八木下市
八木駅 南大和三丁目 下市口駅

38b 八木駅 矢走口 下市口駅
105

飛鳥

橿原神宮駅東口 明日香小山 飛鳥駅
106 橿原神宮駅東口 石舞台 飛鳥駅
106a 橿原神宮駅東口 石舞台・飛鳥駅 檜前
107 橿原神宮駅東口 豊浦 橿原神宮駅東口
108 橿原神宮駅東口 菖蒲町四丁目南 橿原神宮駅東口

【高取町】

壺阪山駅前広場

【明日香村】

壺阪山駅と飛鳥駅から誘客でき
る路線で、アクセス交通体系を
作っていきたい

玄関口である飛鳥駅の
結節点機能強化としてバ
スの乗り入れ検討

Ｈ２８.９．２４キトラ古墳公園開園
定時定路線のバスを運行（５．０回/日）

Ｈ２７．１０に村内交通の実証運行を開始。赤か
め周遊バスは便数を増便し、Ｈ２８．１０から本
格運行

畝傍

２人乗りＥＶレンタルサービス開始（超小型
モビリティ「ＭＩＣＨＩＭＯ」）Ｈ２６.１０（飛鳥駅）、
Ｈ２７．１０（橿原神宮前駅）【橿原市】新沢千塚古墳群公園内に

健康づくり・学習・交流拠点施設公
園の集客施設の整備（Ｈ２８度オー
プン）

大和八木駅南側に複合施設の整備（庁
舎機能の一部、宿泊施設、商業施設）Ｈ
３０．４オープン予定

橿原市南西部地域居住エリアと主
要駅を結ぶ路線で生活交通手段と
する傍ら、御所ＩＣ付近産業集積地
へのアクセスを可能とする

橿原神宮前駅とイオンモール橿原
を結ぶ新規路線（Ｈ２８．４～）

【大淀町】

大淀町市街地と南奈良総合医療
センターを結ぶコミバスの運行

38-a-H26

38-b-H27

105-H27

107
106-H27

108

106-a

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

※ーH27はH27.10に変更した系統

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

38-a-H26 38-b-H27 105-H27
107106-H27

108
106-a

利用者数が伸び悩み

試験的に英語表記での
案内を導入

乗降・待機スペース不足

【橿原市】イオンモールへの通勤需
要を取り込めないか

【大淀町】
下市口駅周辺を中心としたまちづくり

飛鳥線でサイクルバスの社会実験を実施
（Ｈ２９．１０～）

14

事業⑯ バス情報表示装置の設置

実施内容
大和八木駅、イオンモール橿原への
バス情報表示装置の設置を検討

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 H３０．４ ～ H３２．３

事業⑰ バス情報表示装置の設置

実施内容
県立医大病院へのバス情報表示装
置の設置を検討

実施主体 奈良県

実施効果 利便性の向上

実施期間 H３０．４ ～ H３２．３

事業⑮ バスロケーションシステムの導入

実施内容
奈良交通路線バスの全線において
バスの位置情報等をスマートフォン
等で提供

実施主体 利便性の向上

実施効果 奈良交通

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業⑫ 公共交通の利用促進

実施内容
県民、関係市町村や交通事業者等
が連携し、公共交通の利用を促進

実施主体
県民、関係市町村、国、奈良県、奈
良県警察、交通事業者

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業⑱ 鉄道駅バリアフリー化

実施内容
橿原神宮前駅に内方線付点字ブロッ
クを設置

実施主体 近畿日本鉄道

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 H２９．４ ～ H３３．３

事業⑪ 全国ＩＣカード共通化

実施内容
ＳｕｉｃａやＴＯＩＣＡといった全国共通交
通ＩＣカードへの対応

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４
済

事業⑲ 特別乗車券の導入

実施内容
町内路線バスが１００円で乗車でき
る特別乗車券の導入

実施主体 大淀町

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 H２８．４ ～ H３３．３

星野リゾートホテル
オープン予定

【大淀町】
特別乗車券を発行

国営飛鳥歴史公園キトラ古墳
周辺地区

キトラ古墳壁画体験館
四神の館

事業⑳ バス時刻表の配布による利用促進

実施内容
観光路線図及び時刻表を作成しバ
スの利用を促進

実施主体 明日香村

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．５ ～ Ｈ３３．３
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事業① 新たな路線バスの運行

実施内容
橿原神宮前駅～イオンモール橿原、
橿原神宮前駅～観音寺の路線バス
を運行

実施主体
奈良交通、橿原市地域公共交通会
議

実施効果
公共交通利用者数の増加、利便性
の向上

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３０．３（毎年ＰＤＣＡ）

事業② 路線運行費補助

実施内容
奈良県基幹公共交通ネットワーク計
画に基づき、八木御所線の路線運
行費を補助

実施主体 奈良県

実施効果 地域公共交通の維持

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ２９．９（毎年ＰＤＣＡ）

路線・地域の概要

実施事業

事業⑥ 公共交通の利用促進

実施内容
県民、関係市町村や交通事業者等
が連携し、公共交通の利用を促進

実施主体
県民、関係市町村、国、奈良県、奈
良県警察、交通事業者

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業③ ノンステップバスの導入

実施内容
八木御所線にノンステップバスを導
入

実施主体 奈良交通

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

産業集積地の開発をＨ３０度を目処に
進めている

畝傍

国道２４号、橿原市役所付近で
の歩道設置事業

【橿原市】

橿原神宮前駅周辺
地区のまちづくり

橿原神宮前駅とイオン
モール橿原を結ぶ新規
路線（Ｈ２８．４～）

【橿原市】新沢千塚古墳群公園内に健
康づくり・学習・交流拠点施設公園の集
客施設の整備（Ｈ２８度オープン）

橿原市南西部地域居住エリアと主
要駅を結ぶ路線で生活交通手段と
する傍ら、御所ＩＣ付近産業集積地
へのアクセスを可能とする

近鉄八木駅南側に複合施設の
整備（市庁舎機能の一部、宿泊
施設、商業施設）
Ｈ３０．４オープン予定

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した
系統

20-a-H26

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
20a 八木御所 八木駅 近鉄御所駅

20-a-H26

送迎バスを路線バスに取
り込めないか

２人乗りＥＶレンタルサービス開始
（超小型モビリティ「ＭＩＣＨＩＭＯ」）
Ｈ２６．１０（飛鳥駅）
Ｈ２７．１０（橿原神宮前駅）

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

近鉄御所駅周辺の整備

事業⑦ 八木御所線の再編検討

実施内容

運行改善策の策定を繰り返している
状況に鑑み、関係者の取組の効果
を踏まえつつ、抜本的な運行改善策
や運行形態の見直し等について検
討

なお、Ｈ２９年度の運行結果等を踏
まえ、Ｈ３０．１０に供給量の適正化
を実施

実施主体
奈良県、橿原市、御所市、高取町、
奈良交通

実施効果
地域公共交通の維持、運行の効率
化

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３０．６

事業⑧ 市内交通の再編検討

実施内容
コミュニティバスの再編やデマンド型
交通の導入などを含め、全市的な公
共交通網の見直しを検討

実施主体 御所市

実施効果
地域公共交通の維持、利便性の向
上

実施期間 Ｈ２９．９ ～ Ｈ３０．３

15

まちづくりの
方向性

沿線の高校や御所IC周辺へのアクセス確保

関係市町村 橿原市、御所市、高取町

主な沿線施設
大和八木駅、八木西口駅、畝傍駅、畝傍御陵前駅、橿原神宮前駅、玉手駅、御所駅、近鉄御所駅、橿原市役所、御所市役所、
奈良県立医科大学附属病院、済生会御所病院、橿原学院高校、橿原高校、聖心学園中等教育学校、御所実業高校、青翔中
学・高校、シルクの杜、新沢千塚資料館、久米寺、水平社博物館、近鉄百貨店橿原店

評価指標

■交通手段別分担率（公共交通（鉄道＋バス）と自転車及び徒歩の合計値）

出勤：37.1％（H22）⇒37.1％（H32） 登校：93.3％（H22）⇒93.3％（H32） 通院：35.7％（H22）⇒35.7％（H32）

買物（平日）：33.8％（H22）⇒33.8％（H32） 買物（休日）：19.1％（H22）⇒19.1％（H32）

業務：25.2％（H22）⇒28.0％（H32） 観光：43.9％（H22）⇒43.9％（H32）

■外出率：79.1％（H22）⇒79.1％（H32）

■バスの利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞路線沿線の人口増加率］

八木御所線：32,664人（H26） ⇔ 橿原市・御所市・高取町：160,790人（H26）

■鉄道駅の利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞駅に接続する基幹バス路線沿線市町村の人口増加率］

大和八木駅：6,764,828人（H25） ⇔ 橿原市：125,543人（H25）

橿原神宮前駅：3,737,156人（H25） ⇔ 橿原市・明日香村：131,157人（H25）

近鉄御所駅：818,164人（H25） ⇔ 御所市：28,809人（H25）

■鉄道駅の端末交通の分担率（公共交通（バス＋タクシー）と自転車及び徒歩の合計値）

大和八木駅：89.6％（H22）⇒89.6％（H32） 橿原神宮前駅：82.5％（H22）⇒83.1％（H32）

近鉄御所駅：74.9％（H22）⇒74.9％（H32）

■公共交通の利便性満足度：H27からH32にかけて上昇

事業⑨ バスロケーションシステムの導入

実施内容
奈良交通路線バスの全線において
バスの位置情報等をスマートフォン
等で提供

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業⑤ 全国ＩＣカード共通化

実施内容
ＳｕｉｃａやＴＯＩＣＡといった全国共通交
通ICカードへの対応

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４
済

事業④ 鉄道駅のバリアフリー化

実施内容
近鉄御所駅にスロープを設置し段差
を解消、近鉄橿原神宮前駅に内方
線付点字ブロックを設置

実施主体 近畿日本鉄道

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 Ｈ３０．４ ～ Ｈ３３．３

発着バース・待機
スペースが飽和

橿原神宮前駅周辺に
バス待機・休憩スペー
スがない

【御所市】

近鉄御所駅前まちづくりについて
関係機関等と協議中

【御所市】

商業施設等について、近鉄御所駅か
ら商店街、御所まちを含めた範囲で県
と連携協定を締結
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実施事業

産業集積地の開発をＨ３０度を目処に
進めている

畝傍

国道２４号、橿原市役所付近で
の歩道設置事業

【橿原市】

橿原神宮前駅周辺
地区のまちづくり

橿原神宮前駅とイオン
モール橿原を結ぶ新規
路線（Ｈ２８．４～）

【橿原市】新沢千塚古墳群公園内に健
康づくり・学習・交流拠点施設公園の集
客施設の整備（Ｈ２８度オープン）

橿原市南西部地域居住エリアと主
要駅を結ぶ路線で生活交通手段と
する傍ら、御所ＩＣ付近産業集積地
へのアクセスを可能とする

近鉄八木駅南側に複合施設の
整備（市庁舎機能の一部、宿泊
施設、商業施設）
Ｈ３０．４オープン予定

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した
系統

20-a-H26

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
20a 八木御所 八木駅 近鉄御所駅

20-a-H26

送迎バスを路線バスに取
り込めないか

２人乗りＥＶレンタルサービス開始
（超小型モビリティ「ＭＩＣＨＩＭＯ」）
Ｈ２６．１０（飛鳥駅）
Ｈ２７．１０（橿原神宮前駅）

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

近鉄御所駅の整備

16

事業⑩ バス情報表示装置の設置

実施内容
大和八木駅、イオンモール橿原、橿
原神宮前駅へのバス情報表示装置
の設置を検討

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 H３０．４ ～ H３２．３

事業⑪ バス情報表示装置の設置

実施内容
県立医大病院へのバス情報表示装
置の設置を検討

実施主体 奈良県

実施効果 利便性の向上

実施期間 H３０．４ ～ H３２．３

発着バース・待機
スペースが飽和

橿原神宮前駅周辺に
バス待機・休憩スペー
スがない

事業⑫ 初乗りチケットの配布

実施内容
「シルクの杜１周年記念初乗りチケッ
ト」を導入

実施主体
橿原市地域公共交通会議、奈良交
通

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 H２９．４ ～ H３０．３



凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所
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事業① 尺土駅へのコミュニティバス乗入

実施内容
尺土駅に葛城市のコミュニティバス
を乗入れ

実施主体 葛城市

実施効果 利便性の向上、公共交通利用者数の増加

実施期間
Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３
（Ｈ２８．２～実施）

事業②
市民交流センターにコミュニティバス
の乗り継ぎ拠点を新設
コミュニティバスの再編

実施内容

サティ跡地に建設中の市民交流セン
ターに大和高田市のコミュニティバス
を乗入れ、ここを乗り継ぎ拠点として
現行の路線再編を検討

市民交流センターを乗り継ぎ拠点と
して再編
運行内容を継続的に検討

実施主体 大和高田市

実施効果
中心市街地等の周遊性の向上、市
民交通サービスの充実

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業④
馬見丘陵公園や竹取公園などを拠
点としたネットワークの検討

実施内容
馬見丘陵公園や竹取公園を拠点とし
たまちづくりにおける交通ネットワー
クを検討

実施主体 奈良県、広陵町

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加、利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業⑤
広陵町コミュニティバス「広陵元気
号」の再編

実施内容
コミュニティバスの運行内容を見直し
再編
運行内容を継続的に検討

実施主体 広陵町

実施効果 公共交通利用者数の増加、利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．１０ ～ Ｈ３１．３

路線・地域の概要

実施事業

事業⑥ 路線運行費補助

実施内容
奈良県基幹公共交通ネットワーク計
画に基づき、高田イオンモール線、
高田五條線の路線運行費を補助

実施主体 奈良県

実施効果 地域公共交通の維持

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ２９．９（毎年ＰＤＣＡ）

事業③ 新たな路線バスの運行

実施内容
橿原神宮前駅～イオンモール橿原、
橿原神宮前～御所ＩＣ付近の路線バ
スを運行

実施主体
奈良交通、橿原市地域公共交通会
議

実施効果 公共交通利用者数の増加、利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３０．３（毎年ＰＤＣＡ）

Ｈ２８．４、サティ跡地に市民交流セ
ンターを整備。
コミバスを再編し乗継拠点に乗入れ

Ｈ２９度末に広場を含む、近鉄尺
土駅前周辺整備事業が完了予定。
葛城市コミバスを乗入れ

【葛城市】
Ｈ２８.１１に「道の駅」オープン
コミュニティバスを乗入れ

イオンモール橿原の増床計
画があり、バスターミナルを
設置予定
八木方面：１路線１系統
高田方面：１路線２系統
神宮方面：１路線１系統

橿原神宮前駅とイオンモール橿原
を結ぶ新規路線（Ｈ２８．４～）

14

広陵町コミュニティバス「広陵元気
号」の運行内容を見直し再編を行う
（Ｈ２８．１０～）

【橿原市】新沢千塚古墳群公園
内に健康づくり・学習・交流拠点
施設公園の集客施設の整備（Ｈ
２８度オープン）

近鉄八木駅南側に複合施設の
整備（市庁舎機能の一部、宿
泊施設、商業施設）
Ｈ３０．４オープン予定

橿原市南西部地域居住エリアと主要
駅を結ぶ路線で生活交通手段とす
る傍ら、御所ＩＣ付近産業集積地への
アクセスを可能とする

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した系統

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点

14 高田イオンモール
イオンモール

橿原
近鉄高田駅 竹取公園東

16 高田新家 近鉄高田駅 赤部 竹取公園東

26 高田五條 近鉄高田駅 高田市駅 忍海

14
26-H26

16-H26

26-H26

16-H26
役場の乗継拠点化を検討

馬見丘陵公園や竹取公園などを
拠点としたネットワークの検討

事業⑦ ノンステップバスの導入

実施内容
高田イオンモール線、高田新家線、
高田五條線にノンステップバスを導
入

実施主体 奈良交通

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業⑨ 鉄道駅バリアフリー化

実施内容
大和高田駅、橿原神宮前駅に内方
線付点字ブロックを設置

実施主体 近畿日本鉄道

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３３．３

事業⑩
地域公共交通ネットワークの再編の
検討

実施内容
イオンモール橿原を拠点とした地域
公共交通ネットワークの再編を検討

実施主体
奈良県、橿原市、大和高田市、葛城
市、広陵町、五條市、奈良交通

実施効果 運行の効率化、利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３０．３ 17

【大和高田市】

大和高田駅等にデジタ
ルサイネージの設置の
検討

【大和高田市】

コミュニティバスきぼう
号に多言語表記等の導
入の検討

まちづくりの
方向性

駅前再開発でのバス乗り入れによる交通結節機能強化

大規模商業施設へのアクセス拡充

新規施設へのアクセス確保

関係市町村 大和高田市、橿原市、葛城市、広陵町

主な沿線施設
大和高田駅、高田駅、尺土駅、高田市駅、忍海駅、大和新庄駅、大和高田市役所、市民交流センター、大和高田市立病院、高

田高校、奈良文化高校、馬見丘陵公園、竹取公園、イオンモール橿原

評価指標

■交通手段別分担率（公共交通（鉄道＋バス）と自転車及び徒歩の合計値）

出勤：40.7％（H22）⇒40.7％（H32） 登校：93.9％（H22）⇒93.9％（H32） 通院：38.2％（H22）⇒38.2％（H32）
買物（平日）：37.5％（H22）⇒37.5％（H32） 買物（休日）：20.7％（H22）⇒20.7％（H32）
業務：27.1％（H22）⇒32.0％（H32） 観光：43.9％（H22）⇒44.2％（H32）

■外出率：79.7％（H22）⇒79.7％（H32）
■バスの利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞路線沿線の人口増加率］

高田イオンモール線：114,560人（H26） ⇔ 大和高田市・広陵町：99,619人（H26）
高田新家線：56,087人（H26） ⇔ 大和高田市・広陵町：99,619人（H26）
高田五條線：144,206人（H26） ⇔ 大和高田市・葛城市：102,227人（H26）

■鉄道駅の利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞駅に接続する基幹バス路線沿線市町村の人口増加率］

大和高田駅：3,287,243人（H25） ⇔ 大和高田市・葛城市・広陵町：136,258人（H25）
尺土駅：892,568人（H25） ⇔ 大和高田市・葛城市：102,871人（H25）

■鉄道駅の端末交通の分担率（公共交通（バス＋タクシー）と自転車及び徒歩の合計値）

大和高田駅：84.7％（H22）⇒84.7％（H32） 尺土駅：90.7％（H22）⇒93.7％（H32）
■公共交通の利便性満足度：H27からH32にかけて上昇

事業⑧ 全国ＩＣカード共通化

実施内容
ＳｕｉｃａやＴＯＩＣＡといった全国共通
交通ＩＣカードへの対応

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４ 済

西田原本駅

Ｈ２９．８京奈和道延伸
に伴い渋滞が懸念さ
れる

現行バス停飽和状態
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実施事業

事業⑫
標柱の再整備（多言語表記等の導
入）の検討

実施内容

コミュニティバスの停留所をより分か
りやすくするため、標柱を再整備

あわせて多言語表記等の導入を検
討

実施主体 大和高田市

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ３０．４ ～ Ｈ３３．３

事業⑬ 情報表示装置の設置の検討

実施内容

コミュニティバスの主要停留所への
情報表示装置の設置の検討

まずは大和高田駅に隣接する民間
商業施設等の開発状況を勘案しな
がら設置を検討

実施主体 大和高田市

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ３０．４ ～ Ｈ３３．３

事業⑭ 市内交通の再編検討

実施内容
コミュニティバスの再編やデマンド型
交通の導入などを含め、全市的な公
共交通網の見直しを検討

実施主体 御所市

実施効果
地域公共交通の維持、利便性の向
上

実施期間 Ｈ２９．９ ～ Ｈ３１．３

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

Ｈ２８．４、サティ跡地に市民交流セ
ンターを整備。
コミバスを再編し乗継拠点に乗入れ

Ｈ２９度末に広場を含む、近鉄尺
土駅前周辺整備事業が完了予定。
葛城市コミバスを乗入れ

【葛城市】
Ｈ２８.１１に「道の駅」オープン
コミュニティバスを乗入れ

イオンモール橿原の増床計
画があり、バスターミナルを
設置予定
八木方面：１路線１系統
高田方面：１路線２系統
神宮方面：１路線１系統

橿原神宮前駅とイオンモール橿原
を結ぶ新規路線（Ｈ２８．４～）

14

広陵町コミュニティバス「広陵元気
号」の運行内容を見直し再編を行う
（Ｈ２８．１０～）

【橿原市】新沢千塚古墳群公園
内に健康づくり・学習・交流拠点
施設公園の集客施設の整備（Ｈ
２８度オープン）

近鉄八木駅南側に複合施設の
整備（市庁舎機能の一部、宿
泊施設、商業施設）
Ｈ３０．４オープン予定

橿原市南西部地域居住エリアと主要
駅を結ぶ路線で生活交通手段とす
る傍ら、御所ＩＣ付近産業集積地への
アクセスを可能とする

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した系統

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点

14 高田イオンモール
イオンモール

橿原
近鉄高田駅 竹取公園東

16 高田新家 近鉄高田駅 赤部 竹取公園東

26 高田五條 近鉄高田駅 高田市駅 忍海

14
26-H26

16-H26

26-H26

16-H26
役場の乗継拠点化を検討

馬見丘陵公園や竹取公園などを
拠点としたネットワークの検討

18

【大和高田市】

大和高田駅等にデジタ
ルサイネージの設置の
検討

【大和高田市】

コミュニティバスきぼう
号に多言語表記等の導
入の検討

事業⑮ バスロケーションシステムの導入

実施内容
奈良交通路線バスの全線において
バスの位置情報等をスマートフォン
等で提供

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業⑯ バス情報表示装置の設置

実施内容
イオンモール橿原へのバス情報表
示装置の設置を検討

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 H３０．４ ～ H３２．３

事業⑪ 公共交通の利用促進

実施内容
県民、関係市町村や交通事業者等
が連携し、公共交通の利用を促進

実施主体
県民、関係市町村、国、奈良県、奈
良県警察、交通事業者

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

西田原本駅

現行バス停飽和状態

Ｈ２９．８京奈和道延伸
に伴い渋滞が懸念さ
れる

事業⑰ バスの乗り方教室の開催

実施内容
小学生を対象にバスに慣れ親しんで
もらうための教室を開催

実施主体 広陵町、奈良交通

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２９．６ ～ Ｈ３３．３

事業⑱ バスロケーションシステムの活用

実施内容

葛城市コミュニティバスに導入したバ
スロケーションシステムについて、利
用者への周知を図るとともに、遅延
情報を把握・分析し、路線再編に活
用

実施主体 葛城市

実施効果 利便性の向上、運行の効率化

実施期間 Ｈ２９．１ ～ Ｈ３３．３



公 共 交 通 と ま ち づ く り の デ ッ サ ン 中部E-2 高田五條線・八木五條線・八木新宮線 1/2

事業① 観光客の誘客に向けた検討

実施内容
観光利用の家族連れなど、新たな客
層の増加に向けた検討

実施主体 関係市町村、奈良交通

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加

実施期間 H２８．４～H３３．３

事業② 公共交通のあり方の検討

実施内容
京奈和自動車道の整備を考慮した
今後の公共交通のあり方を検討

実施主体 関係市町村､国､奈良県､交通事業者

実施効果 利便性の向上、ニーズの把握

実施期間 H２８．４～H３３．３

事業④ 路線運行費補助

実施内容
奈良県基幹公共交通ネットワーク計
画に基づき、高田五條線、八木新宮
線の路線運行費を補助

実施主体 奈良県

実施効果 地域公共交通の維持

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ２９．９（毎年ＰＤＣＡ）

事業⑤ ノンステップバスの導入

実施内容
高田五條線、八木五條線、八木新宮
線にノンステップバスを導入

実施主体 奈良交通

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 H２８．４～H３３．３

路線・地域の概要

実施事業

事業⑥ 鉄道駅バリアフリー化

実施内容
御所駅にスロープし段差を解消

大和高田駅及び橿原神宮前駅に内
方線付点字ブロックを設置

実施主体 近畿日本鉄道

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３３．３

事業③ 路線バスを活用した沿線市町村のＰＲ

実施内容
八木新宮線に沿線市町村をＰＲする
ラッピングバスを導入

実施主体 奈良交通

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加

実施期間
Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３（Ｈ２７．１１よ
り実施）

事業⑧ 公共交通の利用促進

実施内容
県民、関係市町村や交通事業者等
が連携し、公共交通の利用を促進

実施主体
県民、関係市町村、国、奈良県、奈
良県警察、交通事業者

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

京奈和自動車道を利用した公共交通のあり
方の検討Ｈ２７．４から御所市コミバスが

オークワへ乗り入れ

【御所市】

近鉄御所駅前まちづくりについて
関係機関等と協議中

【御所市】

商業施設等について、近鉄御所駅か
ら商店街、御所まちを含めた範囲で県
と連携協定を締結

【御所市】
御所南ＩＣを活用した施設や集客の取組みを検討中

ダイヤモンドトレール活性化実行
委員会で、香芝市・葛城市・五條
市・御所市・大阪府下の市町村な
どが観光面で連携（登山道・休憩
所の整備等）

御所ＩＣ付近の産業集積地の開発を
Ｈ３０度を目処に進めている

【橿原市】新沢千塚古墳群公園内に健康
づくり・学習・交流拠点施設公園の集客施
設の整備（Ｈ２８度オープン）

橿原市南西部地域居住エリアと主要
駅を結ぶ路線で生活交通手段とする
傍ら、御所ＩＣ付近産業集積地へのア
クセスを可能とする

近鉄八木駅南側に複合施設の
整備（市庁舎機能の一部、宿泊
施設、商業施設）
Ｈ３０.４オープン予定

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した系統

21-H26

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
21

高田五條

近鉄高田駅 五條ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ
22 近鉄高田駅 かもきみの湯 五條ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ

23a 近鉄高田駅 テクノ中央通り東 五條ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ

24a 近鉄高田駅
かもきみの湯・
テクノ中央通り東

五條ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ

28 八木五條 五條ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 八木駅

30 八木新宮
八木駅 ﾎﾃﾙ昴 新宮駅

31 新宮駅 十津川温泉 八木駅

22 23-a-H26
24-a-H26 28-H26 30

31

21-H26

22

23-a-H26
24-a-H26

28-H26

30
31

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

近鉄御所駅周辺の整備

【御所市】
御所南ＩＣに物産店や飲食店が入る施設を整備

御所南ＩＣ～五條北ＩＣのＲ２４の慢性的な渋滞でバスが
遅延

19

【大和高田市】

大和高田駅等にデジタ
ルサイネージの設置の
検討まちづくりの

方向性

ダイヤモンドトレール等への観光による誘客

京奈和自動車道の活用や御所南IC周辺施設へのアクセス確保

関係市町村 大和高田市、橿原市、五條市、御所市、葛城市

主な沿線施設

大和高田駅、高田駅、高田市駅、大和新庄駅、忍海駅、御所駅、近鉄御所駅、五条駅、大和高田市役所、葛城市役所新庄庁
舎、御所市役所、五條市役所、奈良県立医科大学附属病院、大和高田市立病院、済生会御所病院、五條病院、高田高校、奈
良文化高校、青翔中学・高校、御所まち、五條新町、金剛山地、オークタウン大和高田、イオンモール橿原、スーパーセンター
オークワ御所店、イオン五條店、ライフ御所店

評価指標

■交通手段別分担率（公共交通（鉄道＋バス）と自転車及び徒歩の合計値）

出勤：35.9％（H22）⇒35.9％（H32） 登校：92.4％（H22）⇒92.4％（H32） 通院：36.3％（H22）⇒36.3％（H32）
買物（平日）：35.7％（H22）⇒35.7％（H32） 買物（休日）：20.6％（H22）⇒20.6％（H32）
業務：23.7％（H22）⇒29.0％（H32） 観光：46.6％（H22）⇒46.6％（H32）

■外出率：78.4％（H22）⇒78.4％（H32）
■バスの利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞路線沿線の人口増加率］

高田五條線：144,206人（H26） ⇔ 大和高田市・五條市・御所市・葛城市：162,693人（H26）
八木五條線：20,216人（H26） ⇔ 大和高田市・橿原市・五條市・御所市・葛城市：288,043人（H26）
八木新宮線：81,964人（H26） ⇔ 大和高田市・橿原市・五條市・御所市・葛城市・十津川村：291,707人（H26）

■鉄道駅の利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞駅に接続する基幹バス路線沿線市町村の人口増加率］

大和八木駅：6,764,828人（H25） ⇔ 橿原市：125,543人（H25）
大和高田駅：3,287,243人（H25） ⇔ 大和高田市・葛城市・広陵町：136,258人（H25）
近鉄御所駅：818,164人（H25） ⇔ 御所市：28,809人（H25）
五条駅：663,935人（H25） ⇔ 五條市・十津川村：36,766人（H25）

■鉄道駅の端末交通の分担率（公共交通（バス＋タクシー）と自転車及び徒歩の合計値）

大和八木駅：89.6％（H22）⇒89.6％（H32） 大和高田駅：84.7％（H22）⇒84.7％（H32）
近鉄御所駅：74.9％（H22）⇒74.9％（H32） 五条駅：67.0％（H22）⇒67.0％（H32）

■公共交通の利便性満足度：H27からH32にかけて上昇

事業⑨
地域公共交通ネットワークの再編の
検討

実施内容
イオンモール橿原を拠点とした地域
公共交通ネットワークの再編を検討

実施主体
奈良県、橿原市、大和高田市、葛城
市、広陵町、五條市、奈良交通

実施効果 運行の効率化、利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３０．３

事業⑦ 全国ＩＣカード共通化

実施内容
ＳｕｉｃａやＴＯＩＣＡといった全国共通交
通ＩＣカードへの対応

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４
済

Ｈ２９．８京奈和道延伸で
渋滞懸念
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実施事業

事業⑩ 市内交通の再編検討

実施内容
コミュニティバスの再編やデマンド型
交通の導入などを含め、全市的な公
共交通網の見直しを検討

実施主体 御所市

実施効果
地域公共交通の維持、利便性の向
上

実施期間 Ｈ２９．９ ～ Ｈ３１．３

事業⑫ 情報表示装置の設置の検討

実施内容

コミュニティバスの主要停留所への
情報表示装置の設置の検討

まずは大和高田駅に隣接する民間
商業施設等の開発状況を勘案しな
がら設置を検討

実施主体 大和高田市

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ３０．４ ～ Ｈ３３．３

京奈和自動車道を利用した公共交通のあり
方の検討Ｈ２７．４から御所市コミバスが

オークワへ乗り入れ

【御所市】

近鉄御所駅前まちづくりについて
関係機関等と協議中

【御所市】

商業施設等について、近鉄御所駅か
ら商店街、御所まちを含めた範囲で県
と連携協定を締結

【御所市】
御所南ＩＣを活用した施設や集客の取組みを検討中

ダイヤモンドトレール活性化実行
委員会で、香芝市・葛城市・五條
市・御所市・大阪府下の市町村な
どが観光面で連携（登山道・休憩
所の整備等）

御所ＩＣ付近の産業集積地の開発を
Ｈ３０度を目処に進めている

【橿原市】新沢千塚古墳群公園内に健康
づくり・学習・交流拠点施設公園の集客施
設の整備（Ｈ２８度オープン）

橿原市南西部地域居住エリアと主要
駅を結ぶ路線で生活交通手段とする
傍ら、御所ＩＣ付近産業集積地へのア
クセスを可能とする

近鉄八木駅南側に複合施設の
整備（市庁舎機能の一部、宿泊
施設、商業施設）
Ｈ３０.４オープン予定

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した系統

21-H26

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
21

高田五條

近鉄高田駅 五條ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ
22 近鉄高田駅 かもきみの湯 五條ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ

23a 近鉄高田駅 テクノ中央通り東 五條ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ

24a 近鉄高田駅
かもきみの湯・
テクノ中央通り東

五條ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ

28 八木五條 五條ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 八木駅

30 八木新宮
八木駅 ﾎﾃﾙ昴 新宮駅

31 新宮駅 十津川温泉 八木駅

22 23-a-H26
24-a-H26 28-H26 30

31

21-H26

22

23-a-H26
24-a-H26

28-H26

30
31

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

近鉄御所駅周辺の整備

【御所市】
御所南ＩＣに物産店や飲食店が入る施設を整備

御所南ＩＣ～五條北ＩＣのＲ２４の慢性的な渋滞でバス
が遅延
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【大和高田市】

大和高田駅等にデジタ
ルサイネージの設置の
検討

事業⑭ バス情報表示装置の設置

実施内容
大和八木駅、五位堂駅、イオンモー
ル橿原へのバス情報表示装置の設
置を検討

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 H３０．４ ～ H３２．３

事業⑮ バス情報表示装置の設置

実施内容
県立医大病院へのバス情報表示装
置の設置を検討

実施主体 奈良県

実施効果 利便性の向上

実施期間 H３０．４ ～ H３２．３

事業⑬ バスロケーションシステムの導入

実施内容
奈良交通路線バスの全線において
バスの位置情報等をスマートフォン
等で提供

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業⑯ 鉄道駅バリアフリー化

実施内容
五条駅にエレベーターを設置し段差
を解消

実施主体 西日本旅客鉄道

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 Ｈ３０．４ ～ Ｈ３３．３

Ｈ２９．８京奈和道延伸で
渋滞懸念

事業⑰
五條市デマンド交通の運行確保に
向けた改善

実施内容
五條市デマンド交通の持続的な運
行を確保するため、運行形態及び契
約内容について検討・改善を実施

実施主体 五條市

実施効果 地域公共交通の維持・効率化

実施期間 H２９．４ ～ H３０．３

事業⑱ サイクルトレイン社会実験

実施内容
ＪＲ天理駅からＪＲ五条駅間のサイク
ルトレイン社会実験の実施

実施主体 奈良県

実施効果 自転車利用の促進

実施期間 H２９．１１ ～ H２９．１２

事業⑲ バスロケーションシステムの活用

実施内容

葛城市コミュニティバスに導入したバ
スロケーションシステムについて、利
用者への周知を図るとともに、遅延
情報を把握・分析し、路線再編に活
用

実施主体 葛城市

実施効果 利便性の向上、運行の効率化

実施期間 Ｈ２９．１ ～ Ｈ３３．３

事業⑪
標柱の再整備（多言語表記等の導
入）の検討

実施内容

コミュニティバスの停留所をより分か
りやすくするため、標柱を再整備

あわせて多言語表記等の導入を検
討

実施主体 大和高田市

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ３０．４ ～ Ｈ３３．３
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事業①
南奈良総合医療センター通院ライン
の運行

実施内容

南奈良総合医療センターの開院に
あわせて、五條ＢＣ～医療センター
～福神駅のコミュニティバスを運行し、

五條ＢＣ乗換による南部からの病院
アクセスを確保

実施主体 五條市

実施効果 病院アクセスの確保

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業② 大型店舗を活用した情報発信の検討

実施内容
五條ＢＣ周辺の大型店舗を活用した
特産品などの情報発信の検討

実施主体 五條市

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業④ 路線バスを活用した沿線市町村のＰＲ

実施内容
八木新宮線に沿線市町村をＰＲする
ラッピングバスを導入

実施主体 奈良交通

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加

実施期間
Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３（Ｈ２７．１１よ
り実施）

事業⑤ 路線バスとコミュニティバスの連携

実施内容
コミュニティバスと路線バスの円滑な
乗継の確保

実施主体
奈良交通、五條市、野迫川村、十津
川村

実施効果 病院アクセスの確保、利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

路線・地域の概要

実施事業

事業⑦ 路線運行費補助

実施内容
奈良県基幹公共交通ネットワーク計
画に基づき、八木新宮線、十津川線
の路線運行費を補助

実施主体 奈良県

実施効果 地域公共交通の維持

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ２９．９（毎年ＰＤＣＡ）

事業③ 広域的な移動手段の検討

実施内容
京奈和自動車道の開通に合わせた
広域的な移動手段の検討

実施主体 五條市

実施効果 来訪者数の増加、利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業⑧ 車両購入費補助

実施内容
奈良県基幹公共交通ネットワーク計
画に基づき、八木新宮線を走行する
ノンステップバスの購入費等を補助

実施主体 奈良県

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ２９．９

【五條市】
五條ＢＣを拠点に考えている

【大淀町】

将来的にも鉄道での拠点は下市口駅と
考えている

南奈良総合医療センターへは下市口駅
から鉄道乗換えもしくはバス乗換えとなる
が、鉄道が利用されるのではないか

南奈良総合医療センターへはいろ
いろな路線が乗り入れる可能性が
ある

現計画の玄関口では狭いため、滞
留スペースがとれない場合は福神
駅を利用する必要がある

【五條市】

宇井地区では休校を活用し
たまちづくり

【五條市】

西吉野地区では五新鉄道跡を活用
したまちづくり、五條地域医療セン
ターを中心としたまちづくり

【奈良県】

南部・東部地域、大和高原北部地域の対象施
設宿泊者限定路線バス運賃キャッシュバック
キャンペーン

【五條市】

五条ＢＣ周辺の大型店舗を活用し
た特産品などの情報発信を検討

【五條市】

京奈和道の開通に合わせた広域
的な移動手段の検討

【五條市】

南奈良総合医療センターへのコミュニ
ティバスによる代替運行

「南奈良総合医療センター」および「五
條病院」へのアクセス確保

公共交通を活用した来訪者の利用促
進による地域活性化

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点

30 八木新宮
八木駅 ﾎﾃﾙ昴 新宮駅

31 新宮駅 十津川温泉 八木駅

32
十津川

五條ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 城戸 十津川温泉

33 五條ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ
県立五條病院

玄関口
十津川温泉

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

30 31 32 33

30

31

32

33

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

五條ＩＣ付近に道の駅を整備予定

五條病院玄関口に路線バスを乗
り入れ

【大淀町】
下市口駅を中心としたまちづくり

大淀町市街地と南奈良
総合医療センターを結ぶ
コミュニティバスの運行

国道３７０号から南奈良
総合医療センターへのア
クセス市道を整備予定

【大淀町】

福神駅・南奈良総合医療センターを
中心とした新たなまちづくり

21

【十津川村】
神納川区でデマンド型
乗合タクシーの実証運行

まちづくりの
方向性

「南奈良総合医療センター」及び「五條病院」へのアクセス確保

公共交通を活用した来訪者の利用促進による地域活性化

関係市町村 五條市、野迫川村、十津川村、大淀町

主な沿線施設
五条駅、五條市役所、西吉野支所、大塔支所、十津川村役場、五條病院、五條高校、智辯学園中・高校、五條高校賀名生分
校、十津川高校、五條新町、五新鉄道跡、大塔温泉、道の駅吉野路大塔、谷瀬の吊橋、湯泉地温泉、道の駅十津川郷、十津
川温泉、イオン五條店、南奈良総合医療センター

評価指標

■交通手段別分担率（公共交通（鉄道＋バス）と自転車及び徒歩の合計値）

出勤：14.2％（H22）⇒14.2％（H32） 登校：88.1％（H22）⇒89.3％（H32） 通院：25.8％（H22）⇒25.8％（H32）
買物（平日）：17.8％（H22）⇒17.8％（H32） 買物（休日）：13.2％（H22）⇒24.1％（H32）
業務：9.2％（H22）⇒9.2％（H32） 観光：44.8％（H22）⇒56.1％（H32）

■外出率：72.0％（H22）⇒72.0％（H32）
■バスの利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞路線沿線の人口増加率］

八木新宮線：81,964人（H26） ⇔ 大和高田市・橿原市・五條市・御所市・葛城市・十津川村：291,707人（H26）
十津川線：17,065人（H26） ⇔ 五條市・十津川村：36,014人（H26）

■鉄道駅の利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞駅に接続する基幹バス路線沿線市町村の人口増加率］

五条駅：663,935人（H25） ⇔ 五條市・十津川村：36,766人（H25）
福神駅：425,846人（H25） ⇔ 五條市・大淀町：51,559人（H25）

■鉄道駅の端末交通の分担率（公共交通（バス＋タクシー）と自転車及び徒歩の合計値）

五条駅：67.0％（H22）⇒67.0％（H32） 福神駅：60.0％（H22）⇒97.5％（H32）
■公共交通の利便性満足度：H27からH32にかけて上昇

事業⑨ 全国ＩＣカード共通化

実施内容
ＳｕｉｃａやＴＯＩＣＡといった全国共通
交通ＩＣカードへの対応

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４
済

事業⑥

南部・東部地域宿泊者限定路線バス
運賃キャッシュバックキャンペーン

路線バスを活用した冬期誘客促進
事業

実施内容
奈良県南部・東部地域、大和高原北
部地域の対象施設宿泊者に、路線
バスの運賃を助成

実施主体 奈良県

実施効果
来訪者数の増加、宿泊者数の増加、
公共交通利用者数の増加

実施期間
Ｈ２８．１２ ～ Ｈ２９．３
Ｈ２９．１２ ～ Ｈ３０．３

事業⑩ コミュニティバスの再編

実施内容

南奈良総合医療センターの開院に
あわせて、コミュニティバスを再編

無償の福祉バスを有償のコミュニ
ティバス及びデマンド型乗合タクシー
に再編し運行

病院アクセスの確保を含め、運行内
容を継続的に検討

実施主体 大淀町

実施効果 病院アクセスの確保、利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３
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実施事業

【五條市】
五條ＢＣを拠点に考えている

【大淀町】

将来的にも鉄道での拠点は下市口駅と
考えている

南奈良総合医療センターへは下市口駅
から鉄道乗換えもしくはバス乗換えとなる
が、鉄道が利用されるのではないか

南奈良総合医療センターへはいろ
いろな路線が乗り入れる可能性が
ある

現計画の玄関口では狭いため、滞
留スペースがとれない場合は福神
駅を利用する必要がある

【五條市】

宇井地区では休校を活用し
たまちづくり

【五條市】

西吉野地区では五新鉄道跡を活用
したまちづくり、五條地域医療セン
ターを中心としたまちづくり

【奈良県】

南部・東部地域、大和高原北部地域の対象施
設宿泊者限定路線バス運賃キャッシュバック
キャンペーン

【五條市】

五条ＢＣ周辺の大型店舗を活用し
た特産品などの情報発信を検討

【五條市】

京奈和道の開通に合わせた広域
的な移動手段の検討

【五條市】

南奈良総合医療センターへのコミュニ
ティバスによる代替運行

「南奈良総合医療センター」および「五
條病院」へのアクセス確保

公共交通を活用した来訪者の利用促
進による地域活性化

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点

30 八木新宮
八木駅 ﾎﾃﾙ昴 新宮駅

31 新宮駅 十津川温泉 八木駅

32
十津川

五條ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 城戸 十津川温泉

33 五條ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ
県立五條病院

玄関口
十津川温泉

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

30 31 32 33

30

31

32

33

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

五條ＩＣ付近に道の駅を整備予定

五條病院玄関口に路線バスを乗
り入れ

【大淀町】
下市口駅を中心としたまちづくり

大淀町市街地と南奈良
総合医療センターを結ぶ
コミュニティバスの運行

国道３７０号から南奈良
総合医療センターへのア
クセス市道を整備予定

【大淀町】

福神駅・南奈良総合医療センターを
中心とした新たなまちづくり
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【十津川村】
神納川区でデマンド型
乗合タクシーの実証運行

事業⑭ バスロケーションシステムの導入

実施内容
奈良交通路線バスの全線において
バスの位置情報等をスマートフォン
等で提供

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業⑮
地域公共交通ネットワークの再編の
検討

実施内容
イオンモール橿原を拠点とした地域
公共交通ネットワークの再編を検討

実施主体
奈良県、橿原市、大和高田市、葛城
市、広陵町、五條市、奈良交通

実施効果 運行の効率化、利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３０．３

事業⑯ 十津川線の再編

実施内容
運行ダイヤの見直し、五條病院及び
智辯学園への乗り入れ

実施主体 奈良交通

実施効果 運行の効率化、利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３３．３

事業⑬ デマンド型乗合タクシー実証運行

実施内容

村営バスを補完するため東区東部と
十津川温泉方面及び新宮市方面を
結ぶデマンド型乗合タクシーを運行
Ｈ２９．１０より神納川区にエリア拡大

実施主体 十津川村

実施効果 利便性の向上

実施期間
Ｈ２８．４ ～ Ｈ３０．３（Ｈ２６．１０よ
り実施）

事業⑫ 公共交通の利用促進

実施内容
県民、関係市町村や交通事業者等
が連携し、公共交通の利用を促進

実施主体
県民、関係市町村、国、奈良県、奈
良県警察、交通事業者

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業⑰ 鉄道駅バリアフリー化

実施内容
五条駅にエレベーターを設置し段差
を解消

実施主体 西日本旅客鉄道

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 Ｈ３１．４ ～ Ｈ３３．３

事業⑱ 交通パスポートの試験導入

実施内容
村内を２００円で移動できる「交通パ
スポート」の試験導入

実施主体 十津川村

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２９．６ ～ Ｈ３０．３

事業⑪ 市道の整備

実施内容
国道３７０号から南奈良総合医療セ
ンターへのアクセス道路を整備

実施主体 五條市

実施効果
南奈良総合医療センターへのアクセ
ス利便性向上

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業⑲
五條市デマンド交通の運行確保に
向けた改善

実施内容
五條市デマンド交通の持続的な運
行を確保するため、運行形態及び契
約内容について検討・改善を実施

実施主体 五條市

実施効果 地域公共交通の維持・効率化

実施期間 H２９．４ ～ H３０．３
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事業② 公共交通空白地有償運送の導入

実施内容
公共交通空白地有償運送により、路
線バスと乗換え可能な道の駅等へ
の村内の移動手段を確保

実施主体 黒滝村（社会福祉協議会）

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３２．３

事業④ 高野大峯歴史街道ウォーキング

実施内容
五條市阪本から天川村中庵住まで
ウォーキングコースを設定し、下市
天川線の利用を促進

実施主体 天川村、近畿日本鉄道、奈良交通

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加

実施期間
Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３（Ｈ２８．３より
実施）

事業⑤ 廃校を活用した観光拠点整備

実施内容
バス停近くの廃校を活用し、観光拠
点を整備

実施主体 天川村

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

路線・地域の概要

実施事業

事業⑥ 路線運行費補助

実施内容
奈良県基幹公共交通ネットワーク計
画に基づき、洞川線、下市天川線の
路線運行費を補助

実施主体 奈良県

実施効果 バス路線の維持

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ２９．９（毎年ＰＤＣＡ）

事業③ 福祉有償運送の導入

実施内容
福祉有償運送により、病院へのアク
セス手段を確保

実施主体 黒滝村（社会福祉協議会）

実施効果 病院アクセスの確保

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３２．３

事業⑨ 公共交通の利用促進

実施内容
県民、関係市町村や交通事業者等
が連携し、公共交通の利用を促進

実施主体
県民、関係市町村、国、奈良県、奈
良県警察、交通事業者

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

【下市町】
買物タクシーを地方創生で挙げることを検討

【天川村】
スクールバスに住民混乗

【天川村】
観光客は混乗不可

【黒滝村】

村内在住の高校生以上を対象に
通学費を助成

【下市町】
インバウンド観光について検討
路線バスを活用した観光まちづくり

天川村内移動のためのバス便がない
村内のタクシーは１事業者のみ

【下市町】

南奈良総合医療センターへの移動手段に
タクシー補助の活用を検討
現在は高齢者を対象に下市口駅まで

【黒滝村】

空白地有償運送、福祉有償運送に
よる病院アクセス、村内観光の移
動手段の確保を検討

【天川村】
廃校を活用した観光拠点整備

【天川村】

高野大峯歴史街道ウォーキングの観
光誘客

【奈良県】

南部・東部地域、大和高原北部地域の対象施
設宿泊者限定路線バス運賃キャッシュバック
キャンペーン

【大淀町】

大淀町市街地と南奈良総合
医療センターを結ぶコミュニ
ティバスの運行

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点

35 下市天川 下市口駅 天川川合 中庵住

36 洞川 大淀ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 下阪 洞川温泉

37 下市笠木 下市口駅 笠木

38a 八木下市
八木駅 南大和三丁目 下市口駅

39a 下市口駅 岩森

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した系統

35 36 37-H26
38-a-H26 39-a-H26

35

36

37-H26

38-a-H26

39-a-H26

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

【黒滝村】

高齢者、障がい者を対象にタク
シー助成

【天川村】
高齢者を対象にタクシー助成

【大淀町】
下市口駅周辺を中心としたまちづくり
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【天川村、奈良交通】

天川村内線（洞川温泉～天の
川温泉駐車場）の実証運行

【奈良県、奈良交通】
洞川線で貨客混載の社会実験

まちづくりの
方向性

「南奈良総合医療センター」及び「福神駅」へのアクセス確保

洞川温泉等の観光による誘客

関係市町村 大淀町、下市町、黒滝村、天川村

主な沿線施設 下市口駅、下市町役場、天川村役場、大淀高校、洞川温泉、天河大弁財天社、大峯奥駈道、天の川温泉

評価指標

■交通手段別分担率（公共交通（鉄道＋バス）と自転車及び徒歩の合計値）

出勤：18.2％（H22）⇒18.2％（H32） 登校：88.5％（H22）⇒88.5％（H32） 通院：16.9％（H22）⇒20.5％（H32）
買物（平日）：15.4％（H22）⇒15.4％（H32） 買物（休日）：12.0％（H22）⇒12.0％（H32）
業務：18.7％（H22）⇒31.6％（H32） 観光：20.0％（H22）⇒20.0％（H32）

■外出率：74.5％（H22）⇒77.4％（H32）
■バスの利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞路線沿線の人口増加率］

下市天川線：20,040人（H26） ⇔ 下市町・黒滝村・天川村：8,427人（H26）
洞川線：25,703人（H26） ⇔ 下市町・黒滝村・天川村：8,427人（H26）
下市笠木線：2,268人（H26） ⇔ 下市町・黒滝村：7,044人（H26）
八木下市線：34,115人（H26） ⇔ 下市町：6,294人（H26）

■鉄道駅の利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞駅に接続する基幹バス路線沿線市町村の人口増加率］

下市口駅：658,169人（H25） ⇔ 大淀町・下市町・黒滝村・天川村：27,296人（H25）
■鉄道駅の端末交通の分担率（公共交通（バス＋タクシー）と自転車及び徒歩の合計値）

下市口駅：56.4％（H22）⇒56.4％（H32）
■公共交通の利便性満足度：H27からH32にかけて上昇

事業⑦

南部・東部地域宿泊者限定路線バス
運賃キャッシュバックキャンペーン

路線バスを活用した冬期誘客促進
事業

実施内容
奈良県南部・東部地域、大和高原北
部地域の対象施設宿泊者に、路線
バスの運賃を助成

実施主体 奈良県

実施効果
来訪者数の増加、宿泊者数の増加、
公共交通利用者数の増加

実施期間
Ｈ２８．１２ ～ Ｈ２９．３
Ｈ２９．１２ ～ Ｈ３０．３

事業⑧ 全国ＩＣカード共通化

実施内容
ＳｕｉｃａやＴＯＩＣＡといった全国共通
交通ＩＣカードへの対応

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４
済

【大淀町】
特別乗車券を発行

事業① コミュニティバスの再編

実施内容

南奈良総合医療センターの開院に
あわせて、コミュニティバスを再編

無償の福祉バスを有償のコミュニ
ティバス及びデマンド型乗合タクシー
に再編し運行

病院アクセスの確保を含め、運行内
容を継続的に検討

実施主体 大淀町

実施効果 病院アクセスの確保、利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業⑩ 鉄道駅のバリアフリー化

実施内容
下市口駅にスロープを設置し段差を
解消

実施主体 近畿日本鉄道

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 Ｈ３１．４ ～ Ｈ３３．３
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実施事業

【下市町】
買物タクシーを地方創生で挙げることを検討

【天川村】
スクールバスに住民混乗

【天川村】
観光客は混乗不可

【黒滝村】

村内在住の高校生以上を対象に
通学費を助成

【下市町】
インバウンド観光について検討
路線バスを活用した観光まちづくり

天川村内移動のためのバス便がない
村内のタクシーは１事業者のみ

【下市町】

南奈良総合医療センターへの移動手段に
タクシー補助の活用を検討
現在は高齢者を対象に下市口駅まで

【黒滝村】

空白地有償運送、福祉有償運送に
よる病院アクセス、村内観光の移
動手段の確保を検討

【天川村】
廃校を活用した観光拠点整備

【天川村】

高野大峯歴史街道ウォーキングの観
光誘客

【奈良県】

南部・東部地域、大和高原北部地域の対象施
設宿泊者限定路線バス運賃キャッシュバック
キャンペーン

【大淀町】

大淀町市街地と南奈良総合
医療センターを結ぶコミュニ
ティバスの運行

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点

35 下市天川 下市口駅 天川川合 中庵住

36 洞川 大淀ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 下阪 洞川温泉

37 下市笠木 下市口駅 笠木

38a 八木下市
八木駅 南大和三丁目 下市口駅

39a 下市口駅 岩森

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

※ーH26はH26.10に変更した系統

35 36 37-H26
38-a-H26 39-a-H26

35

36

37-H26

38-a-H26

39-a-H26

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

【黒滝村】

高齢者、障がい者を対象にタク
シー助成

【天川村】
高齢者を対象にタクシー助成

【大淀町】
下市口駅周辺を中心としたまちづくり
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【天川村、奈良交通】

天川村内線（洞川温泉～天の
川温泉駐車場）の実証運行

【奈良県、奈良交通】
洞川線で貨客混載の社会実験

事業⑭ バスロケーションシステムの導入

実施内容
奈良交通路線バスの全線において
バスの位置情報等をスマートフォン
等で提供

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業⑬
地域公共交通ネットワークの再編の
検討

実施内容
下市天川線、洞川線を基幹とした地
域公共交通ネットワークの再編を検
討

実施主体
奈良県、大淀町、下市町、黒滝村、
天川村、奈良交通

実施効果 運行の効率化、利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３０．３

事業⑫ 貨客混載の導入検討

実施内容
奈良交通洞川線で貨客混載の導入
検討のため社会実験を実施

実施主体 奈良県、奈良交通

実施効果
バスの生産性の向上、物流網の効
率化

実施期間 Ｈ２９．１０ ～ Ｈ３０．３

事業⑪ 村内移動手段の実証運行

実施内容
村内の主要観光地である洞川温泉
と天川大弁財天社などをつなぐ路線
バスの実証運行

実施主体 天川村、奈良交通

実施効果 周遊観光実現による観光活性化

実施期間 Ｈ２９．７ ～ Ｈ２９．１１

事業⑮ 特別乗車券の導入

実施内容
町内路線バスが１００円で乗車でき
る特別乗車券の導入

実施主体 大淀町

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 H２８．４ ～ H３３．３

【大淀町】
特別乗車券を発行



公 共 交 通 と ま ち づ く り の デ ッ サ ン 南部D 南部地域連携コミュニティバス・スマイルバス・やまぶきバス 1/2

事業① ２５人乗りバスの運行

実施内容
吉野町との連携を踏まえ、平成２７
年度に購入した、２５人乗り程度の
車両を運用

実施主体 川上村

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業②
南部地域連携コミュニティバス（Ｒ１６
９ゆうゆうバス）の運行

実施内容

路線バス熊野線の代替として、南部
地域連携コミュニティバス（大淀ＢＣ
～杉の湯～下桑原）を運行

Ｈ２９．４より平日のみ大淀ＢＣ～南
奈良総合医療センター～福神駅間
で延伸

実施主体 南部地域公共交通活性化協議会

実施効果 来訪者数の増加、利便性の向上

実施期間
Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３（Ｈ２７．１０よ
り実施）

事業④
地域公共交通パスポートの発行（運
賃補助）

実施内容
南部地域連携コミュニティバスの利
用者に対し運賃を助成

実施主体
吉野町、下北山村、上北山村、川上
村

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加

実施期間
Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３（Ｈ２７．１０よ
り実施）

事業⑤ 新たな路線バスの運行

実施内容
観光地を経由し、吉野下千本駐車場
と大和八木駅を結ぶ路線バスを多
客期に運行

実施主体 吉野大峯ケーブル自動車

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加

実施期間
Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３（Ｈ２７．１１よ
り実施）

路線・地域の概要

実施事業

事業⑥ コミュニティバスの再編

実施内容

南奈良総合医療センターの開院に
あわせて、コミュニティバスを再編

無償の福祉バスを有償のコミュニ
ティバス及びデマンド型乗合タクシー
に再編し運行

病院アクセスの確保を含め、運行内
容を継続的に検討

実施主体 大淀町

実施効果 病院アクセスの確保、利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業③ コミュニティバスのＰＲ

実施内容
南部地域連携コミュニティバスを各
町村のホームページで案内、奈良交
通のチラシによりＰＲ

実施主体
南部地域公共交通活性化協議会、
奈良交通

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加

実施期間
Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３（Ｈ２７．１０よ
り実施）

事業⑧ 路線運行費補助

実施内容
奈良県基幹公共交通ネットワーク計
画に基づき、南部地域連携コミュニ
ティバスの路線運行費を補助

実施主体 奈良県

実施効果 地域公共交通の維持

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ２９．９（毎年ＰＤＣＡ）

【吉野町】

当面は、吉野病院と近鉄大和上市駅へつなぐこと
を中心に考えていく。なお、南奈良総合医療セン
ターへのアクセスについては、関係町村との連携
も含め別途検討していく

：南部地域連携コミュニティバス
（Ｒ169ゆうゆうバス）

：吉野町・川上村連携区間

※熊野線を廃止、南部地域連携コミュニティバスへの転
換（大淀ＢＣ～下桑原）
八木大滝線を廃止、吉野町、川上村コミュニティバス
の相互乗り入れで代替

【吉野町、川上村】

吉野町（スマイルバス）、川上村（やまぶきバス）の連携
コミュニティバス運行
（路線バス＋コミバス計１３．５便⇒コミバス８便に集約）

（吉野町・川上村連携コミュニテイバスの他市町村民の
混乗も可能）

【吉野町、大淀町、下北山村、上北山村、川上村】
南部地域連携コミュニティバスを運行

（平日は生活路線として病院に行って帰れるダイヤ、休
日は観光客が来て帰れるダイヤで運行）

【吉野町、下北山村、上北山村、川上村】
村民へ地域公共交通パスポートの発行（運賃助成）
※下北山村・上北山は村民以外にも発行

【奈良県】

南部・東部地域、大和高原北部地域の対象施
設宿泊者限定路線バス運賃キャッシュバック
キャンペーン

【大淀町】

大淀町市街地と南奈良総合医療
センターを結ぶコミバスの運行

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点

201
南部地域連携
コミュニティバス

大淀バスセンター 湯盛温泉杉の湯 下桑原

202
スマイルバス・

やまぶきバス
吉野病院 国樔 入之波

203
スマイルバス・

やまぶきバス
吉野病院 樫尾 入之波

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

201 202 203

201

202

203

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

【大淀町】
特別乗車券を発行

【川上村】

吉野町との連携を踏まえ、２５
人乗り程度の車両を運用

【大淀町】
下市口駅周辺を中心としたまちづくり

南部地域連携コミュニティバスを
福神駅まで延伸（平日のみ）
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まちづくりの
方向性

隣接町村間の広域連携による生活交通・観光交通の確保
（「南奈良総合医療センター」及び「大和上市駅」へのアクセス確保）

関係市町村 吉野町、大淀町、下北山村、上北山村、川上村、東吉野村

主な沿線施設
大和上市駅、大淀バスセンター、吉野町役場、下北山村役場、上北山村役場、川上村役場、吉野病院、吉野高校、きなりの湯、
下北山スポーツ公園、和佐又山、杉の湯、大峯奥駈道、入之波温泉

評価指標

■交通手段別分担率（公共交通（鉄道＋バス）と自転車及び徒歩の合計値）

出勤：17.3％（H22）⇒17.3％（H32） 登校：89.7％（H22）⇒89.7％（H32） 通院：17.7％（H22）⇒21.3％（H32）
買物（平日）：15.2％（H22）⇒15.2％（H32） 買物（休日）：10.3％（H22）⇒10.3％（H32）
業務：18.8％（H22）⇒31.7％（H32） 観光：23.5％（H22）⇒23.5％（H32）

■外出率：70.8％（H22）⇒73.6％（H32）
■バスの利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞路線沿線の人口増加率］

南部地域連携ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ：17,792人（H26） ⇔ 吉野町・大淀町・下北山村・上北山村・川上村：29,000人（H26）
■鉄道駅の利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞駅に接続する基幹バス路線沿線市町村の人口増加率］

大和上市駅：131,509人（H25） ⇔ 吉野町・下北山村・上北山村・川上村：11,094人（H25）
■鉄道駅の端末交通の分担率（公共交通（バス＋タクシー）と自転車及び徒歩の合計値）

大和上市駅：59.7％（H22）⇒59.7％（H32）
■公共交通の利便性満足度：H27からH32にかけて上昇

事業⑨ 全国ＩＣカード共通化

実施内容
ＳｕｉｃａやＴＯＩＣＡといった全国共通交
通ＩＣカードへの対応

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４
済

事業⑦

南部・東部地域宿泊者限定路線バス
運賃キャッシュバックキャンペーン

路線バスを活用した冬期誘客促進事
業

実施内容
奈良県南部・東部地域、大和高原北
部地域の対象施設宿泊者に、路線
バスの運賃を助成

実施主体 奈良県

実施効果
来訪者数の増加、宿泊者数の増加、
公共交通利用者数の増加

実施期間
Ｈ２８．１２ ～ Ｈ２９．３
Ｈ２９．１２ ～ Ｈ３０．３

南部地域連携コミュニティバス
吉野町内各停化（平日のみ）
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実施事業

【吉野町】

当面は、吉野病院と近鉄大和上市駅へつなぐこと
を中心に考えていく。なお、南奈良総合医療セン
ターへのアクセスについては、関係町村との連携
も含め別途検討していく

：南部地域連携コミュニティバス
（Ｒ169ゆうゆうバス）

：吉野町・川上村連携区間

※熊野線を廃止、南部地域連携コミュニティバスへの転
換（大淀ＢＣ～下桑原）
八木大滝線を廃止、吉野町、川上村コミュニティバス
の相互乗り入れで代替

【吉野町、川上村】

吉野町（スマイルバス）、川上村（やまぶきバス）の連携
コミュニティバス運行
（路線バス＋コミバス計１３．５便⇒コミバス８便に集約）

（吉野町・川上村連携コミュニテイバスの他市町村民の
混乗も可能）

【吉野町、大淀町、下北山村、上北山村、川上村】
南部地域連携コミュニティバスを運行

（平日は生活路線として病院に行って帰れるダイヤ、休
日は観光客が来て帰れるダイヤで運行）

【吉野町、下北山村、上北山村、川上村】
村民へ地域公共交通パスポートの発行（運賃助成）
※下北山村・上北山は村民以外にも発行

【奈良県】

南部・東部地域、大和高原北部地域の対象施
設宿泊者限定路線バス運賃キャッシュバック
キャンペーン

【大淀町】

大淀町市街地と南奈良総合医療
センターを結ぶコミバスの運行

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点

201
南部地域連携
コミュニティバス

大淀バスセンター 湯盛温泉杉の湯 下桑原

202
スマイルバス・

やまぶきバス
吉野病院 国樔 入之波

203
スマイルバス・

やまぶきバス
吉野病院 樫尾 入之波

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

201 202 203

201

202

203

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

【大淀町】
特別乗車券を発行

【川上村】

吉野町との連携を踏まえ、２５
人乗り程度の車両を運用

【大淀町】
下市口駅周辺を中心としたまちづくり
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事業⑪ バスロケーションシステムの導入

実施内容
奈良交通路線バスの全線において
バスの位置情報等をスマートフォン
等で提供

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業⑩ 公共交通の利用促進

実施内容
県民、関係市町村や交通事業者等
が連携し、公共交通の利用を促進

実施主体
県民、関係市町村、国、奈良県、奈
良県警察、交通事業者

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業⑫ 特別乗車券の導入

実施内容
町内路線バスが１００円で乗車でき
る特別乗車券の導入

実施主体 大淀町

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 H２８．４ ～ H３３．３

南部地域連携コミュニティバスを
福神駅まで延伸（平日のみ）

南部地域連携コミュニティバス
吉野町内各停化（平日のみ）



公 共 交 通 と ま ち づ く り の デ ッ サ ン 北西部A 富雄庄田線・高の原高山線

事業① 渋滞の解消に向けた検討

実施内容
渋滞によりバスの遅延が発生してい
る箇所について、渋滞の解消に向け
て検討

実施主体
国、奈良県、奈良市、生駒市、奈良
県警察

実施効果
渋滞の解消、利便性の向上、公共
交通の定時性の回復

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業② ノンステップバスの導入

実施内容
富雄庄田線、高の原高山線にノンス
テップバスを導入

実施主体 奈良交通

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業⑤ 公共交通の利用促進

実施内容
県民、関係市町村や交通事業者等
が連携し、公共交通の利用を促進

実施主体
県民、関係市町村、国、奈良県、奈
良県警察、交通事業者

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

路線・地域の概要

実施事業

事業③ 鉄道駅のバリアフリー化

実施内容
高の原駅に内方線付点字ブロックを
設置

実施主体 近畿日本鉄道

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３３．３

くろんど池や周辺観光エリアへの交
通アクセスの案内充実

生駒北スポーツセンターの整備
・大会・イベント・教室等の開催
・駐車場：約１６０台

Ｈ２７．４より、スポーツセンターへのバ
ス路線の延伸

学研北生駒駅前に商業

施設出店

北コミュニティセンターへのアクセス手段とし
て、車や白庭台駅からの徒歩が多く、公共交
通の利用がほとんどない

Ｈ２７.６、東生駒駅前に病院

が開院

病院や買物先があちらこちらにあり、車
ですぐに行くことができる

公共交通の定時性の回復

学研高山地区・公共施設への
アクセスの確保

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
109

富雄庄田

富雄駅 学研北生駒駅 傍示

109a 富雄駅 傍示
生駒北スポーツセ

ンター
110 富雄駅 育英西校 傍示
111 富雄駅 二名 学研北生駒駅

112 高の原高山 高の原駅
学研奈良
登美ヶ丘駅

高山サイエンス
タウン

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

※ーH27はH27.10に変更した系統

109-H27
110 111 112

109-a-H27

109-H27

110

111

112

109-a-H27

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

利用実績は芳しくない

最大１０分を越える遅延が発生
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まちづくりの
方向性

渋滞の解消による公共交通の定時制の回復

学研高山地区・公共施設へのアクセスの確保

関係市町村 奈良市、生駒市

主な沿線施設
学研奈良登美ヶ丘駅、学研北生駒駅、富雄駅、高の原駅、北コミュニティセンター、育英西高校、奈良北高校、奈良先端科学技
術大学院大学、生駒北スポーツセンター、くろんど池

評価指標

■交通手段別分担率（公共交通（鉄道＋バス）と自転車及び徒歩の合計値）

出勤：54.6％（H22）⇒55.3％（H32） 登校：92.1％（H22）⇒92.1％（H32） 通院：44.7％（H22）⇒44.7％（H32）
買物（平日）：46.8％（H22）⇒46.8％（H32） 買物（休日）：28.3％（H22）⇒28.3％（H32）
業務：33.0％（H22）⇒38.1％（H32） 観光：61.3％（H22）⇒67.6％（H32）

■外出率：79.6％（H22）⇒79.6％（H32）
■バスの利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞路線沿線の人口増加率］

富雄庄田線：166,782人（H26） ⇔ 奈良市西部・生駒市：352,045人（H26）
高の原高山線：63,835人（H26） ⇔ 奈良市西部・生駒市：352,045人（H26）

■鉄道駅の利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞駅に接続する基幹バス路線沿線市町村の人口増加率］

高の原駅：7,257,037人（H25） ⇔ 奈良市中部・生駒市：283,490人（H25）
学研北生駒駅：1,265,971人（H25） ⇔ 生駒市：119,411人（H25）
学研奈良登美ヶ丘駅：2,453,808人（H25） ⇔ 奈良市西部・生駒市：351,467人（H25）

■鉄道駅の端末交通の分担率（公共交通（バス＋タクシー）と自転車及び徒歩の合計値）

高の原駅：86.0％（H22）⇒89.7％（H32） 学研北生駒駅：72.5％（H22）⇒72.5％（H32）
学研奈良登美ヶ丘駅：81.6％（H22）⇒81.6％（H32）

■公共交通の利便性満足度：H27からH32にかけて上昇

事業⑥ バスロケーションシステムの導入

実施内容
奈良交通路線バスの全線において
バスの位置情報等をスマートフォン
等で提供

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業⑦ バス情報表示装置の設置

実施内容

学研奈良登美ヶ丘駅、学園前駅、富
雄駅、生駒駅、東生駒駅、高の原駅
へのバス情報表示装置の設置を検
討

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 H３０．４ ～ H３２．３

事業④ 全国ＩＣカード共通化

実施内容
ＳｕｉｃａやＴＯＩＣＡといった全国共通
交通ＩＣカードへの対応

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４
済



公 共 交 通 と ま ち づ く り の デ ッ サ ン 北西部B 郡山若草台線

事業②
（仮称）近鉄郡山駅周辺地区まちづく
り事業

実施内容

県と市のまちづくり連携協定の取組
として、近鉄郡山駅周辺地区におい
てまちづくり事業を推進、あわせてバ
スターミナルの整備等を予定

実施主体 奈良県、大和郡山市

実施効果
バリアフリー化の促進、利便性の向
上

実施期間
Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３（Ｈ２７．４より
実施）

事業⑤ 公共交通の利用促進

実施内容
県民、関係市町村や交通事業者等
が連携し、公共交通の利用を促進

実施主体
県民、関係市町村、国、奈良県、奈
良県警察、交通事業者

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

路線・地域の概要

実施事業

事業③ ノンステップバスの導入

実施内容
郡山若草台線にノンステップバスを
導入

実施主体 奈良交通

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 Ｈ３０．３ ～ Ｈ３３．３ C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

113

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

現在は転回可能場所が若草台しかない

イオンタウンのオープンに
より利用が増加

病院のホームページ上でアクセス手段として
本路線を紹介

113

敷地が広大ではなく、公共施
設も今後統廃合の流れ

泉ヶ丘県営住宅跡地の利用、
民間への売却

近鉄郡山駅～若草台のバスの総合
医療センターへの乗り入れ

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
113 郡山若草台 若草台 旭ヶ丘住宅 近鉄郡山駅

【大和郡山市】
県と市の連携協定
近鉄郡山駅周辺（１km四方）について
県と市で連携協定を締結
近鉄郡山駅のバスターミナル等を整備

【大和郡山市】
立地適正化計画を策定中

近鉄郡山駅前の西友が平成２７年４月閉店
し、11月よりスーパー（ASMO）がオープン

（都）城廻り線 事業中

県道枚方大和郡山線（柳町工区）事業中

整備されたバイパスを通しても道が狭隘
で離合が困難な場所がある

（都）石木城線の整備

西ノ京～六条山のバスの総合医
療センターまでの延伸

新奈良県総合医療センター
・病床数５４０床
・外来患者数１，２００人/日を想定
・職員数１，２００人を想定
・平成２９年末に建築工事が完了
・平成３０年春頃に開院予定
・北和地域の高度医療拠点病院として設置

六条山線の拡幅

西ノ京駅からのアク
セス道路が狭隘

近鉄奈良線沿線から奈良県総合医療セ
ンターへの乗り入れ検討

西ノ京県有地（自動車学校跡地
等）の活用事業の実施
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まちづくりの
方向性

「奈良県総合医療センター」、大規模商業施設へのアクセス等、生活交通の確保

関係市町村 奈良市、大和郡山市

主な沿線施設 近鉄郡山駅、大和郡山市役所、奈良リハビリテーション病院、郡山高校、イオンタウン富雄南

評価指標

■交通手段別分担率（公共交通（鉄道＋バス）と自転車及び徒歩の合計値）

出勤：51.1％（H22）⇒51.8％（H32） 登校：92.4％（H22）⇒92.4％（H32） 通院：45.7％（H22）⇒45.7％（H32）
買物（平日）：45.9％（H22）⇒45.9％（H32） 買物（休日）：26.9％（H22）⇒26.9％（H32）
業務：32.0％（H22）⇒37.1％（H32） 観光：60.8％（H22）⇒67.3％（H32）

■外出率：79.5％（H22）⇒79.5％（H32）
■バスの利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞路線沿線の人口増加率］

郡山若草台線：47,007人（H26） ⇔ 奈良市西部・大和郡山市：319,715人（H26）
■鉄道駅の利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞駅に接続する基幹バス路線沿線市町村の人口増加率］

近鉄郡山駅：3,723,404人（H25） ⇔ 奈良市中部・大和郡山市・斑鳩町：279,359人（H25）
■鉄道駅の端末交通の分担率（公共交通（バス＋タクシー）と自転車及び徒歩の合計値）

近鉄郡山駅：87.4％（H22）⇒87.4％（H32）
■公共交通の利便性満足度：H27からH32にかけて上昇

事業⑥ バスロケーションシステムの導入

実施内容
奈良交通路線バスの全線において
バスの位置情報等をスマートフォン
等で提供

実施主体 利便性の向上

実施効果 奈良交通

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業⑦ バス情報表示装置の設置

実施内容
新奈良県総合医療センターへのバ
ス情報表示装置の設置を検討

実施主体 奈良県

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ３０．春期

事業⑧ バス情報表示装置の設置

実施内容
近鉄郡山駅、学園前駅へのバス情
報表示装置の設置を検討

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 H３０．４ ～ H３２．３

事業⑨ （仮称）中町「道の駅」の整備

実施内容
（仮称）中町「道の駅」の整備に向け
た検討

実施主体 奈良県

実施効果 利便性の向上

実施期間
H２８．４ ～ H３３．３
（Ｈ２３．４より実施）

事業①

「新奈良県総合医療センター」への
アクセス路線の検討

「新奈良県総合医療センター」開設
に伴うバス路線の再編

実施内容

新奈良県総合医療センター開院時
に、西ノ京駅や近鉄郡山駅からバス
路線を運行、また近鉄奈良線沿線か
らのバス路線を検討

新奈良県総合医療センターを拠点と
したバス路線の再編（西ノ京駅、近
鉄郡山駅、学園前駅からのバスアク
セスを確保）

実施主体 奈良交通

実施効果 病院アクセスの確保

実施期間
Ｈ２８．４ ～ Ｈ２８．１２
Ｈ３０．春期

事業④ 全国ＩＣカード共通化

実施内容
ＳｕｉｃａやＴＯＩＣＡといった全国共通交
通ＩＣカードへの対応

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４
済

駅前広場（南口）が
飽和状態
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公 共 交 通 と ま ち づ く り の デ ッ サ ン 北西部C 白鳳台住宅線・信貴山線・三郷線

事業①
都市計画道路「畠田駅前線」整備事
業

実施内容

国道１６８号の拡幅に伴い、畠田駅へのア
クセス道路及び駅前広場を整備し、タク
シーや路線バス等の乗り入れ、公共交通
への案内サイン設置等を検討

実施主体 王寺町

実施効果
利便性の向上、公共交通利用者数
の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業② 観光客の誘客に向けた検討

実施内容
産官学が連携し、観光周遊ルートの
設定や１日乗車券の導入を検討
Ｈ２８．４より「わんデイパス」を販売

実施主体 王寺町、斑鳩町、三郷町、奈良交通

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業④ ノンステップバスの導入

実施内容
白鳳台住宅線、信貴山線、三郷線に
ノンステップバスを導入

実施主体 奈良交通

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業⑤ 鉄道駅バリアフリー化

実施内容
王寺駅に内方線付点字ブロックを設
置

実施主体 西日本旅客鉄道

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３３．３

路線・地域の概要

実施事業

事業⑥ 鉄道駅バリアフリー化

実施内容
信貴山下駅にエレベーターを設置し
段差を解消

実施主体 近畿日本鉄道

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 Ｈ３１．４ ～ Ｈ３３．３
事業③

香芝市公共バスの再編成
コミュニティバスの再編

実施内容

現行の無償の公共バスを市町村自
家用有償運送による有償化し、各バ
ス停での乗降を可能として、公共施
設へのシャトルバスから生活交通へ
の転換を図る

無償の公共バスを有償のコミュニ
ティバスに再編
運行内容を継続的に検討

実施主体 香芝市

実施効果
利便性の向上、地域公共交通の維
持

実施期間 Ｈ２８．１０ ～ Ｈ３３．３

事業⑧ 公共交通の利用促進

実施内容
県民、関係市町村や交通事業者等
が連携し、公共交通の利用を促進

実施主体
県民、関係市町村、国、奈良県、奈
良県警察、交通事業者

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

現在は駅前広場がない状態。国道168
号の拡幅に伴い、駅前広場の整備を計
画中。近隣市町からのバスの乗り入れ
も想定

近隣商業地域という特性を活用し、地
域の活性化を図るため、商業施設等の
誘致が必要

三郷線、信貴山線の路線を変更

観光関係者へバス利用者の増加状況を伝えるこ
とで、バスを利用した観光振興

バス乗り場が分からないため、王寺町が奈良交
通に要望して信貴山、法隆寺への案内を設置

【三郷町】

①割引率の高い平日のみの定期券を作っ
てほしい

②路線の新設や再編後に、バス利用が定
着するまで１～３年程の期限付きで県の
補助をつけてほしい

福祉乗車制度の改定により、運賃が無料
から１乗車１００円に変更。高齢者の利用
が減少

通勤の送迎先として畠田駅が多い

・白鳳台について、昭和５８年開発で高
齢化や空き家の増加が進んでいる

・住民の方について、基本はバスで王
寺町まで移動。自転車で志都美駅
まで行かれる方も数名

香芝市コミュニティバスの再編成、有
償化
（H28.10～）

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点
114

白鳳台住宅
王寺駅（南） 畠田 白鳳台二丁目

115 王寺駅（北） 畠田 白鳳台二丁目
116

信貴山
王寺駅北口 信貴山下駅 信貴山門

116a 王寺駅北口 城山台五丁目 信貴山門
120 三郷 王寺駅北口 三郷駅

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

114 115 116-H27
116-a-H27 120

114

115

116-H27

116-a-H27

120

イーストヒルズの住民層は、比較的若い
方が多い
→最終便増便・ラッシュ帯速達化
（Ｈ２９．４～）

※ーH27はH27.10に変更した系統

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

わんデイパスで信貴山へ向
かう方が多い

南側ロータリーが飽和状態

王寺駅～スカイヒルズ～畠田
駅の路線を運行できないか

畠田駅～王寺駅の乗降者
が少ない
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まちづくりの
方向性

国道168号の拡幅に伴う、畠田駅の広場整備及びバスの乗り入れ

バスを利用した観光振興

関係市町村 香芝市、平群町、三郷町、上牧町、王寺町、河合町

主な沿線施設
信貴山下駅、新王寺駅、王寺駅、三郷駅、畠田駅、志都美駅、三郷町役場、王寺町役場、奈良県西和医療センター、西和清陵
高校、信貴山朝護孫子寺、りーべる王寺

評価指標

■交通手段別分担率（公共交通（鉄道＋バス）と自転車及び徒歩の合計値）
出勤：47.5％（H22）⇒47.5％（H32） 登校：93.3％（H22）⇒93.3％（H32） 通院：31.9％（H22）⇒31.9％（H32）
買物（平日）：34.8％（H22）⇒34.8％（H32） 買物（休日）：20.1％（H22）⇒20.1％（H32）
業務：26.0％（H22）⇒32.6％（H32） 観光：47.7％（H22）⇒62.4％（H32）

■外出率：78.5％（H22）⇒78.5％（H32）
■バスの利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞路線沿線の人口増加率］

白鳳台住宅線：131,109人（H26） ⇔ 香芝市・王寺町：100,165人（H26）
信貴山線：64,812人（H26） ⇔ 三郷町：23,419人（H26）
三郷線：18,213人（H26） ⇔ 三郷町：23,419人（H26）

■鉄道駅の利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞駅に接続する基幹バス路線沿線市町村の人口増加率］
畠田駅：723,795人（H25） ⇔ 王寺町：22,499人（H25）
王寺駅：12,519,634人（H25） ⇔ 香芝市・三郷町・王寺町・：122,750人（H25）
三郷駅：758,105人（H25） ⇔ 三郷町：23,284人（H25）
信貴山下駅：565,798人（H25） ⇔ 三郷町：23,284人（H25）

■鉄道駅の端末交通の分担率（公共交通（バス＋タクシー）と自転車及び徒歩の合計値）

畠田駅：90.4％（H22）⇒90.4％（H32） 王寺駅：78.1％（H22）⇒78.1％（H32）
三郷駅：77.4％（H22）⇒77.4％（H32） 信貴山下駅：91.0％（H22）⇒94.6％（H32）

■公共交通の利便性満足度：H27からH32にかけて上昇

事業⑨ バスロケーションシステムの導入

実施内容
奈良交通路線バスの全線において
バスの位置情報等をスマートフォン
等で提供

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業⑩ バス情報表示装置の設置

実施内容
西和医療センターへのバス情報表
示装置の設置を検討

実施主体 奈良県

実施効果 利便性の向上

実施期間 H３０．４ ～ H３２．３
事業⑦ 全国ＩＣカード共通化

実施内容
ＳｕｉｃａやＴＯＩＣＡといった全国共通交
通ＩＣカードへの対応

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４
済
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事業①
事業者(工業団地)との連携による駅
へのアクセスの検討

実施内容
事業者（工業団地）との連携による
大和小泉駅、法隆寺駅及び近鉄結
崎駅などへのアクセスを検討

実施主体 大和郡山市、川西町、安堵町

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間
Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３（Ｈ２７．６より
実施）

事業② 観光客の誘客に向けた検討

実施内容
路線バスを使ったモデルコースを設
定してＰＲ

実施主体
奈良市、大和郡山市、斑鳩町、交通
事業者

実施効果
来訪者数の増加、公共交通利用者
数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業④ 路線運行費補助

実施内容
奈良県基幹公共交通ネットワーク計
画に基づき、奈良法隆寺線の路線
運行費を補助

実施主体 奈良県

実施効果 地域公共交通の維持

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ２９．９（毎年ＰＤＣＡ）

事業⑤ ノンステップバスの導入

実施内容
奈良法隆寺線にノンステップバスを
導入

実施主体 奈良交通

実施効果 バリアフリー化の促進

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

路線・地域の概要

実施事業

事業⑦ 公共交通の利用促進

実施内容
県民、関係市町村や交通事業者等
が連携し、公共交通の利用を促進

実施主体
県民、関係市町村、国、奈良県、奈
良県警察、交通事業者

実施効果 公共交通利用者数の増加

実施期間 Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３

事業③
近鉄郡山駅周辺地区まちづくりの取
組

実施内容

県と市のまちづくり連携協定の取組
みとして、近鉄郡山駅周辺の拠点地
区としての都市機能、交通処理機能
の充実、推進に向けた取組を実施

実施主体 奈良県、大和郡山市

実施効果
バリアフリー化の促進、利便性の向
上

実施期間
Ｈ２８．４ ～ Ｈ３３．３（Ｈ２７．４より
実施）

【川西町】

事業者の中には自身でバスを購入し運行されているとこ
ろもあり、今、路線を作ったとしても使わないという意見
や24時間稼動への対応を求める意見もある

県と市の連携協定
近鉄郡山駅前バスターミナルの整備

奈良では観光路線、大和郡山市では片桐地
区の生活路線として認識

西の京病院へアクセスする公共交
通手段は本路線のみ

乗降調査の結果、西の京病院および七条町か
ら都跡小学校まで、十数人の小学生の利用が
あった

【矢田筋-小泉間】：日中は本路線が唯
一の生活路線

【小泉・東和苑付近】：本路線
の朝夕の１往復のみが停車

【斑鳩町】

買い物先としては、法隆寺駅近くの万代や国道２５号線沿
いのイオンがある。町のコミバスが走っているほか、イオ
ンへは路線バスもある。王寺方面へ出られる方が多い

【斑鳩町】
法隆寺→薬師寺への行き方について問い合わせ多数。ま

たアクセス方法としては、近鉄筒井駅で電車に乗り換える
かバス一本で行くかである

奈良-三条大路間は生活路線としての利用が多い

奈良富雄線や六条山線も運行しており、１時間に４本の運
行がある

【川西町】

西側地区の方からは法隆寺駅を利用したいとの声
がある
大阪までＪＲでは３０～４０分、近鉄では１時間以上

【安堵町】

東部の岡崎地内において工業団地
の整備

中宮寺跡整備事業でＨ２９度
に史跡公園完成予定

【川西町】

事業者（工業団地）との連携による法隆寺駅及び近鉄結崎駅
などへのアクセスを検討
事業者：法隆寺駅への結節を希望

川西町：唐院工業団地を活用していくという事業展開としては
法隆寺駅及び近鉄結崎駅への結節を希望

【川西町】

結崎駅と天理市（西側）をつなぐアクセ
スをつくりたいと考えている

【川西町】

唐院工業団地の拡大を契機とした、事業者との連携による
大和小泉駅、法隆寺駅及び近鉄結崎駅などへのアクセス

【法起寺付近】：路線バスは
本路線のみ

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

117 118a
119

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点

117

奈良法隆寺

東大寺大仏殿・
国立博物館

小泉 法隆寺前

118 春日大社本殿
薬師寺駐車場・郡

山総合庁舎
法隆寺前

119 法隆寺前 小泉 春日大社本殿

117

118a

119

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

118c
118b

118d

118b
118c 118d

【奈良交通】
くるりならバスＭＡＰを作成
１ＤＡＹＰＡＳＳ販売時に配布

【川西町】近鉄結崎駅周辺
県と町のまちづくり連携協定

渋滞による遅
延の発生

事業⑧ 奈良法隆寺線の再編

実施内容
奈良法隆寺線の小泉経由系統を
法起寺経由に変更し、全便を需要の
多い法起寺経由で運行

実施主体 奈良交通

実施効果 路線の維持確保

実施期間 Ｈ３０．春 ～ Ｈ３３．３

【天理市】
コミュニティバスを近鉄結崎駅に延伸

事業⑨
天理市コミュニティバス運行事業の
見直し

実施内容

天理市コミュニティバスいちょう号を
近鉄結崎駅及び仁興町に延伸する
とともに、他市町との連携可能性の
検討等を実施

実施主体 天理市

実施効果
利便性の向上、公共交通利用者数
の増加

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３１．３

30

奈良法隆寺線の小泉経由系統
を法起寺経由系統に変更

まちづくりの
方向性

唐院工業団地の拡大を契機とした、事業者との連携による大和小泉駅、法隆寺駅及び近鉄結崎駅などへのアクセス

バスを利用した観光振興

関係市町村 奈良市、大和郡山市、斑鳩町、安堵町、川西町

主な沿線施設
近鉄奈良駅、奈良駅、近鉄郡山駅、大和小泉駅、奈良県庁、県総合庁舎、斑鳩町役場、西の京病院、奈良女子高校、郡山高

校、興福寺、なら100年会館、唐招提寺、薬師寺、法隆寺、中宮寺跡

評価指標

■交通手段別分担率（公共交通（鉄道＋バス）と自転車及び徒歩の合計値）

出勤：50.5％（H22）⇒50.9％（H32） 登校：92.6％（H22）⇒92.6％（H32） 通院：45.7％（H22）⇒45.7％（H32）
買物（平日）：45.8％（H22）⇒45.8％（H32） 買物（休日）：26.6％（H22）⇒26.6％（H32）
業務：31.5％（H22）⇒36.2％（H32） 観光：60.5％（H22）⇒66.9％（H32）

■外出率：79.4％（H22）⇒79.4％（H32）
■バスの利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞路線沿線の人口増加率］

奈良法隆寺線：156,488人（H26） ⇔ 奈良市中部・大和郡山市・斑鳩町：277,769人（H26）
■鉄道駅の利用者数（年間乗車人員）［乗車人員の増加率＞駅に接続する基幹バス路線沿線市町村の人口増加率］

奈良駅：6,403,195人（H25） ⇔ 奈良市中部・奈良市東部・奈良市都祁・山添村：181,852人（H25）
近鉄奈良駅：11,487,343人（H25） ⇔ 奈良市中部・奈良市東部・奈良市都祁・山添村：181,852人（H25）
近鉄郡山駅：3,723,404人（H25） ⇔ 奈良市中部・大和郡山市・斑鳩町：279,359人（H25）

■鉄道駅の端末交通の分担率（公共交通（バス＋タクシー）と自転車及び徒歩の合計値）

奈良駅：94.8％（H22） ⇒94.8％（H32） 近鉄奈良駅：94.2％（H22）⇒94.7％（H32）
近鉄郡山駅：87.4％（H22）⇒87.4％（H32）

■公共交通の利便性満足度：H27からH32にかけて上昇

事業⑩ バスロケーションシステムの導入

実施内容
奈良交通路線バスの全線において
バスの位置情報等をスマートフォン
等で提供

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業⑥ 全国ＩＣカード共通化

実施内容
ＳｕｉｃａやＴＯＩＣＡといった全国共通交
通ＩＣカードへの対応

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２８．４
済
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実施事業

【川西町】

事業者の中には自身でバスを購入し運行されているとこ
ろもあり、今、路線を作ったとしても使わないという意見
や24時間稼動への対応を求める意見もある

県と市の連携協定
近鉄郡山駅前バスターミナルの整備

奈良では観光路線、大和郡山市では片桐地
区の生活路線として認識

西の京病院へアクセスする公共交
通手段は本路線のみ

乗降調査の結果、西の京病院および七条町か
ら都跡小学校まで、十数人の小学生の利用が
あった

【矢田筋-小泉間】：日中は本路線が唯
一の生活路線

【小泉・東和苑付近】：本路線
の朝夕の１往復のみが停車

【斑鳩町】

買い物先としては、法隆寺駅近くの万代や国道２５号線沿
いのイオンがある。町のコミバスが走っているほか、イオ
ンへは路線バスもある。王寺方面へ出られる方が多い

【斑鳩町】
法隆寺→薬師寺への行き方について問い合わせ多数。ま

たアクセス方法としては、近鉄筒井駅で電車に乗り換える
かバス一本で行くかである

奈良-三条大路間は生活路線としての利用が多い

奈良富雄線や六条山線も運行しており、１時間に４本の運
行がある

【川西町】

西側地区の方からは法隆寺駅を利用したいとの声
がある
大阪までＪＲでは３０～４０分、近鉄では１時間以上

【安堵町】

東部の岡崎地内において工業団地
の整備予定

中宮寺跡整備事業でＨ２９度
に史跡公園完成予定

【川西町】

事業者（工業団地）との連携による法隆寺駅及び近鉄結崎駅
などへのアクセスを検討
事業者：法隆寺駅への結節を希望

川西町：唐院工業団地を活用していくという事業展開としては
法隆寺駅及び近鉄結崎駅への結節を希望

【川西町】

結崎駅と天理市（西側）をつなぐアクセ
スをつくりたいと考えている

【川西町】

唐院工業団地の拡大を契機とした、事業者との連携による
大和小泉駅、法隆寺駅及び近鉄結崎駅などへのアクセス

【法起寺付近】：路線バスは
本路線のみ

C問題・課題

施策・意向

過去の路線別検討会議での意見

まちづくりアイデア

まちづくりに関する課題・意見

観光資源

その他、課題・
意見のあった箇所

病院

バス停

学校

商業施設

行政施設

　　　　

系統番号

117 118a
119

系統
番号

系統名
運行系統

起点 経過地 終点

117

奈良法隆寺

東大寺大仏殿・
国立博物館

小泉 法隆寺前

118 春日大社本殿
薬師寺駐車場・郡

山総合庁舎
法隆寺前

119 法隆寺前 小泉 春日大社本殿

117

118a

119

凡 例

路線バス

コミバス

ＪＲ

近鉄電車

道路

バス停

行政施設

病院

高校

商業施設

観光資源

その他箇所

118c
118b

118d

118b
118c 118d

【奈良交通】
くるりならバスＭＡＰを作成
１ＤＡＹＰＡＳＳ販売時に配布

【川西町】近鉄結崎駅周辺
県と町のまちづくり連携協定

渋滞による遅
延の発生

【天理市】
コミュニティバスを近鉄結崎駅に延伸

31

奈良法隆寺線の小泉経由系統
を法起寺経由系統に変更

事業⑫ バス情報表示装置の設置

実施内容

近鉄奈良駅、登大路バスターミナル、
新奈良県総合医療センター、県庁玄
関ホール、平城宮跡交通ターミナル
へのバス情報表示装置の設置を検
討

実施主体 奈良県

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業⑬ バス情報表示装置の設置

実施内容
法隆寺iセンター等へのバス情報表
示装置の設置を検討

実施主体 奈良県、斑鳩町

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ３０．４ ～ Ｈ３２．３

事業⑪ バス情報表示装置の設置

実施内容

近鉄奈良駅、ＪＲ奈良駅、ＪＲ新駅、
東大寺大仏殿・国立博物館前、県庁
前、田中町、春日大社表参道、奈良
市庁前、宮跡庭園、薬師寺東口、唐
招提寺東口、済生会奈良病院、紀
寺住宅前、大和西大寺駅、近鉄郡
山駅、法隆寺前、法隆寺門前、イオ
ンモール大和郡山等へのバス情報
表示装置の設置を検討

実施主体 奈良交通

実施効果 利便性の向上

実施期間 Ｈ２９．４ ～ Ｈ３２．３

事業⑭
奈良市八条・大安寺周辺地区まちづ
くり事業

実施内容

県と市のまちづくり連携協定の取組
として、八条・大安寺周辺地区にお
いてまちづくり事業を推進、あわせて
ＪＲ新駅の設置や駅前広場の整備等
を予定

実施主体 奈良県、奈良市

実施効果
周辺エリアへのアクセス性の向上、
利便性の向上。公共交通利用者数
の増加

実施期間 Ｈ２７．１ ～ Ｈ３３．３
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